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新
年
儀
礼
は
決
め
ら
れ
た
規
則
が
あ
る
。
月
日
は
一
一
一
十
日
を
一
ト
月
と
し
、
三
百

六
十
日
を
一
年
と
す
る
。
こ
の
規
則
に
沿
っ
て
推
算
し
、
三
百
六
十
日
目
と
な
る
日

が
新
年
で
あ
る
。
閏
月
な
ど
は
な
く
、
一
年
を
四
つ
に
三
ヶ
月
ず
つ
に
分
け
、
春
夏

秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
三
ヶ
月
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
閏
月
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
季
節
が

長
い
と
い
う
一
一
一
戸
い
方
を
し
、
正
月
・
一
一
月
．
三
月
の
中
に
閏
月
が
あ
れ
ば
、
「
春
長
」

と
い
い
、
秋
の
三
ヶ
月
に
閏
月
が
あ
れ
ば
、
「
秋
長
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
区
別

の
仕
方
で
四
季
の
長
短
を
表
現
す
る
。

昔
か
ら
最
も
重
視
し
て
い
た
節
は
春
分
・
秋
分
・
夏
至
・
冬
至
の
四
つ
で
、
こ
の

四
つ
の
節
句
が
一
番
大
事
で
あ
る
。
元
の
時
代
に
、
浩
伯
来
竿
は
西
藏
の
帖
克
巴
廟

・
臓
を
国
師
に
招
い
て
、
蒙
古
文
皇
暦
と
憲
書
、
西
蔵
文
暦
図
の
一
部
を
翻
訳
し
て
、

初
め
て
年
中
の
二
十
四
節
気
を
知
っ
た
。
一
一
一
年
の
間
に
一
ト
月
三
十
日
余
の
閏
月
が

必
ず
あ
り
、
暦
図
を
見
れ
ば
、
一
ト
月
を
三
十
日
と
す
る
の
と
、
二
十
九
日
に
す
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
月
に
満
月
と
半
月
の
区
別
が
あ
る
こ
と
等
が
分
か
っ
た
。

そ
し
て
三
十
日
を
一
ト
月
と
す
る
「
大
建
」
と
二
十
九
日
を
一
ト
月
と
す
る
「
小
建
」

を
決
め
、
改
め
て
一
年
の
四
季
を
区
分
し
た
。
甲
乙
は
盛
ん
で
、
万
物
が
発
生
す
る

季
節
を
夏
。
戊
巳
は
終
わ
り
で
、
万
物
が
実
る
季
節
を
秋
。
壬
癸
が
物
を
貯
蔵
す
る
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季
節
で
冬
。
庚
辛
は
万
物
が
芽
生
え
る
季
節
で
、
そ
の
根
源
が
春
の
正
月
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
由
縁
か
ら
、
蒙
古
人
は
紅
白
の
慶
事
や
祝
賀
の
大
典
な
ど
を
行
う
時
、

白
い
贈
り
物
を
ま
ず
尊
ぶ
色
と
し
て
、
最
高
に
重
用
す
る
。
次
は
青
い
贈
り
物
を
喜

ぶ
。
し
た
が
っ
て
親
戚
や
友
人
の
交
際
往
来
に
は
、
す
べ
て
白
色
の
物
を
第
一
に
使

う
。
白
絹
で
作
ら
れ
た
ハ
ダ
、
白
馬
、
白
酪
駝
が
最
高
で
、
次
は
青
馬
、
青
絹
を
貴

重
な
贈
り
物
と
す
る
。
蒙
古
の
贈
り
物
で
は
「
九
白
」
を
重
ん
じ
る
。

新
年
を
迎
え
る
儀
礼
と
し
て
は
、
十
二
月
二
十
一
一
一
日
の
夜
に
、
火
の
神
を
祀
る
。

供
物
に
は
羊
の
「
烏
義
」
｜
つ
と
、
乳
酒
、
白
絹
、
香
草
が
あ
り
、
蓬
の
茎
を
箸
の

形
に
し
て
、
火
を
つ
け
る
道
具
と
す
る
。
肉
の
入
っ
た
粥
を
大
き
な
盆
の
中
に
盛
り
、

竃
に
柴
を
た
く
さ
ん
積
み
上
げ
る
。
家
の
主
人
は
男
た
ち
を
従
え
、
そ
の
一
番
前
列

に
脆
き
、
家
中
の
婦
人
は
そ
の
後
ろ
に
脆
く
・
主
人
は
竃
の
中
の
柴
に
火
を
つ
け
て
、

香
草
、
白
絹
の
順
に
燃
や
し
、
そ
し
て
乳
酒
を
か
け
て
、
蓬
の
箸
で
烏
義
を
取
り
竃

に
い
れ
、
粥
も
全
て
燃
や
し
て
、
火
の
神
に
祈
祷
の
詞
を
唱
え
る
。
主
人
は
「
三
十

日
は
一
ト
月
で
、
一
一
一
百
六
十
日
で
一
年
に
な
る
が
、
こ
の
十
二
月
二
十
一
一
一
日
に
火
の

神
を
祀
る
。
家
人
と
馬
な
ど
の
家
畜
が
年
々
吉
祥
平
安
で
災
い
の
な
い
よ
う
に
加
護

を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
唱
え
、
全
員
が
額
を
地
面
に
つ
け
辞
儀
を
し
、
儀
礼
が
終

わ
る
。
そ
し
て
、
長
幼
の
順
に
座
席
に
座
り
、
直
に
過
ぎ
去
る
年
の
儀
礼
と
し
て
、

家
族
全
員
が
一
緒
に
座
っ
て
、
肉
と
酒
の
あ
る
食
事
を
食
べ
る
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
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一
一
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
の
間
は
新
年
の
用
品
を
買
っ
た
り
、
家
の
掃
除
を
し
た
り
、

食
物
を
準
備
し
た
り
し
て
、
各
家
は
非
常
に
忙
し
く
な
る
。
二
十
九
日
に
は
、
家
の

右
側
に
供
え
台
を
設
け
て
、
神
仏
や
祖
先
の
位
牌
を
供
え
て
、
供
物
を
並
べ
る
。
供

物
は
九
種
あ
る
。
茶
・
梨
・
棗
・
米
・
薬
材
の
根
・
野
花
・
乳
餅
・
乳
酒
が
、
「
戒

食
」
と
し
て
祖
先
を
祀
る
場
所
に
置
か
れ
る
。
ま
た
各
家
で
は
蓄
え
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
男
女
の
服
を
用
意
す
る
。
そ
し
て
二
十
九
・
三
十
日
に
は
、
供
物
は
す
で
に

供
え
て
、
家
長
は
家
の
人
々
を
連
れ
て
供
物
台
の
前
に
参
拝
の
礼
を
す
る
。
礼
を
済

ま
せ
て
か
ら
牛
・
羊
の
烏
義
・
肉
・
酒
な
ど
を
机
に
並
べ
、
一
家
が
机
を
囲
ん
で
食

事
を
す
る
。
年
長
者
は
上
座
に
座
り
、
ほ
か
の
者
は
長
幼
の
順
序
で
座
る
。
嫁
な
ど

の
婦
人
は
、
下
座
に
座
っ
て
上
座
の
人
に
酒
を
注
ぐ
。
酒
を
一
杯
飲
ん
だ
ら
、
家
事

を
管
理
す
る
長
者
が
挨
拶
す
る
。
彼
が
言
う
に
は
今
日
の
宴
は
古
い
年
を
送
り
、
新

し
い
年
を
迎
え
る
宴
で
あ
る
。
み
な
で
共
に
飲
食
を
し
、
共
に
長
寿
を
得
て
吉
祥
な

日
々
を
送
り
、
毎
年
を
同
じ
よ
う
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
を
祈
る
と
い
う
。
次
に
年

長
の
祖
父
が
詞
を
述
べ
る
。
年
末
の
十
二
月
二
十
三
日
は
新
し
い
年
を
迎
え
る
日
で

あ
る
と
か
、
子
孫
た
ち
は
長
寿
・
福
貴
に
恵
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
幸
せ
で
、
家
庭
生

活
を
楽
し
く
過
ご
す
な
ど
の
縁
起
の
良
い
話
を
言
う
。
そ
の
よ
う
な
話
を
す
る
と
、

子
孫
た
ち
は
言
葉
通
り
に
共
に
福
寿
を
受
け
取
る
な
ど
と
答
え
、
礼
を
し
食
事
を
済

ま
せ
る
。
三
十
日
の
夜
に
は
、
家
事
を
管
理
す
る
人
に
父
母
な
ど
が
い
た
ら
、
裕
福

な
家
で
は
銀
銭
を
包
み
、
捧
げ
て
親
孝
行
を
す
る
。
三
十
両
か
、
五
十
両
く
ら
い
で

あ
る
。
ま
た
家
人
に
も
新
年
の
銭
を
配
る
。
貧
し
い
家
で
は
少
な
い
が
、
同
じ
よ
う

に
一
人
一
人
に
配
る
。
蒙
古
で
は
、
裕
福
な
家
で
も
貧
乏
な
家
で
も
、
新
年
に
金
を

配
る
風
習
が
あ
り
、
古
く
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
。
年
長
者
は
新
年
の
贈
り
物
を
準
備

し
、
一
つ
一
つ
に
分
け
て
包
む
。
銭
と
か
煙
草
、
手
巾
の
類
で
あ
る
。
幼
い
子
供
が

新
年
の
挨
拶
に
来
る
と
、
年
を
増
し
た
礼
と
し
て
贈
る
。
こ
れ
も
新
年
の
儀
礼
で
あ

る
。三
十
日
の
夜
に
は
参
拝
の
礼
も
済
み
、
銭
も
配
り
、
そ
の
一
年
の
事
を
全
て
処
理

す
る
と
、
翌
日
は
正
月
一
日
で
あ
る
。
朝
早
く
起
き
、
日
の
出
の
前
に
家
の
主
人
は

服
装
を
綺
麗
に
調
え
、
家
族
を
連
れ
て
西
方
の
祖
先
と
天
地
、
各
地
の
神
仙
を
参
拝

す
る
。
そ
れ
か
ら
順
に
家
長
は
父
母
、
兄
弟
、
義
理
の
兄
弟
、
配
偶
者
に
挨
拶
を
し
、

み
な
互
い
に
挨
拶
を
す
る
。
そ
し
て
宴
席
を
設
け
、
茶
と
酒
を
準
備
し
、
村
や
部
落

か
ら
の
客
を
待
つ
。
村
の
人
は
長
幼
に
関
わ
ら
ず
白
い
ハ
ダ
を
準
備
し
て
、
人
に
会
っ

た
ら
ま
ず
ハ
ダ
を
贈
る
。
互
い
に
挨
拶
を
し
て
新
年
の
祝
い
を
す
る
。
座
席
に
つ
き

茶
や
酒
を
飲
み
、
少
年
た
ち
は
傍
ら
に
立
っ
て
新
年
の
歌
を
唱
う
。
人
々
は
一
緒
に

唱
い
、
飲
ん
で
楽
し
む
。
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
村
で
は
内
と
外
の
区
別
が
な
く
、

楽
し
み
た
け
れ
ば
歌
を
唱
い
、
喉
が
乾
け
ば
酒
を
飲
む
。
毎
年
、
新
年
は
み
な
こ
の

よ
う
に
過
ご
す
。
ま
た
こ
の
時
期
は
村
中
で
拝
賀
が
行
わ
れ
、
縄
跳
び
や
鞠
つ
き
、

鰍
纏
な
ど
の
遊
技
も
行
わ
れ
る
。
五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
正
月
の
親
戚
廻
り
の
期

間
で
あ
る
。
新
婚
の
い
る
家
な
ら
ば
、
親
戚
廻
り
を
大
事
に
す
る
。
新
郎
の
家
か
ら

新
婦
の
家
に
行
き
、
贈
り
物
に
は
ハ
ダ
と
、
正
月
に
食
べ
る
様
々
な
食
物
が
あ
る
。

新
郎
と
新
婦
は
酒
と
ハ
ダ
を
も
っ
て
新
婦
の
家
に
行
き
、
挨
拶
を
す
る
。
世
に
言
う

い
わ
ゆ
る
婿
と
娘
の
新
年
参
拝
で
あ
る
。
蒙
古
の
風
習
は
最
も
新
婚
家
庭
の
親
戚
廻

り
を
重
ん
じ
る
。
各
族
も
同
じ
よ
う
に
大
事
に
す
る
。
実
家
や
舅
の
家
や
、
叔
父
の

家
な
ど
互
い
に
親
戚
廻
り
で
非
常
に
忙
し
い
。

蒙
古
で
一
番
敬
意
を
表
す
食
物
が
あ
る
。
牛
や
羊
の
烏
義
は
上
等
な
食
物
で
あ
り
、

羊
の
腰
か
ら
後
ろ
の
半
身
も
烏
義
と
言
う
が
、
こ
の
烏
義
を
煮
込
ん
で
、
大
き
な
木

の
皿
に
盛
っ
て
机
に
出
す
。
主
人
は
客
に
三
杯
の
酒
を
勧
め
て
か
ら
、
烏
義
を
く
ず

す
よ
う
に
命
じ
る
。
担
当
す
る
者
は
右
手
に
刀
を
持
ち
、
左
手
に
麻
の
布
を
持
つ
が
、

片
足
で
脆
い
て
客
に
伺
っ
て
か
ら
烏
義
の
肉
を
上
に
向
け
、
刀
の
柄
を
客
に
刃
を
自

分
に
向
か
せ
て
肉
を
切
る
。
切
り
落
と
し
た
肉
の
厚
さ
は
同
じ
だ
が
、
大
き
い
も
の

を
選
ん
で
客
に
差
し
上
げ
る
。
厳
し
い
規
則
が
あ
る
が
、
切
り
落
と
し
た
肉
の
厚
さ

が
同
じ
で
な
い
と
失
礼
に
あ
た
る
。
烏
義
を
五
枚
か
八
枚
に
切
り
、
敬
意
を
表
す
食

物
と
す
る
。
こ
の
規
則
は
王
侯
大
臣
か
ら
庶
民
ま
で
み
な
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

158



辻：羅布桑却丹箸「蒙古風俗録」（三）

大
昔
、
蒙
古
は
幾
つ
か
の
国
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
季
と
呼
ば
れ
る
国
王
が

い
た
。
領
土
の
広
い
国
の
牢
は
「
竿
王
」
と
呼
び
、
狭
い
国
の
王
は
「
長
官
」
と
呼

ん
だ
。
近
接
し
て
い
る
国
の
幾
つ
か
の
郷
や
国
は
、
一
カ
所
に
集
ま
っ
て
盟
長
の
意

に
従
い
相
談
す
る
。
大
き
な
国
は
盟
長
が
一
名
い
て
、
左
右
副
盟
長
二
名
と
協
力
し

て
国
政
に
あ
た
る
。
盟
長
は
総
じ
て
竿
の
一
族
よ
り
選
ば
れ
る
。
左
右
副
盟
長
の
任

に
は
選
ば
れ
る
の
は
善
良
な
人
で
、
も
ち
ろ
ん
ど
ん
な
一
族
で
あ
っ
て
も
歳
は
四
十

歳
以
上
で
、
全
国
の
風
俗
人
情
に
通
じ
、
品
性
温
厚
に
し
て
忠
実
で
あ
り
、
ま
た
公

蒙
古
で
は
烏
義
を
う
ま
く
解
体
出
来
る
人
と
こ
の
肉
を
う
ま
く
作
れ
る
人
は
い
い
料

理
人
と
す
る
。
切
る
時
に
刀
が
傾
い
て
も
い
け
な
い
し
、
肉
の
厚
さ
が
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
良
と
す
る
。
神
を
祀
る
時
や
客
を
接
待
す
る
時
に
宴
席
に
出
す
が
、
烏
義
肉

の
切
り
方
に
は
規
則
が
あ
る
。
神
に
は
三
枚
で
、
鬼
に
四
枚
、
人
間
の
王
な
ど
の
上

等
な
客
に
は
五
枚
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
烏
義
は
蒙
古
で
は
上
等
の
食
物
だ
か

ら
、
蒙
古
の
上
等
階
級
の
家
で
は
新
年
を
過
ご
す
時
に
必
ず
牛
や
羊
の
烏
義
を
準
備

し
、
親
戚
廻
り
の
時
に
完
全
な
羊
の
烏
義
を
振
る
舞
っ
た
な
ら
ば
、
最
大
の
敬
意
を

表
し
た
こ
と
に
な
る
。
蒙
古
の
新
年
及
び
各
宴
会
に
よ
く
烏
義
を
使
い
、
そ
れ
が
一

番
良
い
物
で
あ
る
。

蒙
古
語
で
は
正
月
の
こ
と
を
「
察
竿
撒
拉
」
と
い
う
。
庚
辛
月
と
訳
す
。
昔
か
ら

一
年
の
始
ま
り
と
終
り
を
重
ん
じ
る
が
、
正
月
は
始
ま
り
の
月
で
、
十
二
月
は
終
わ

り
の
月
で
あ
る
。
蒙
古
人
は
正
月
を
一
番
重
視
す
る
。
蒙
古
で
は
正
月
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
半
月
が
最
も
賑
や
か
で
、
親
戚
関
係
の
あ
る
人
は
み
な
互
い
に
訪
ね
合

い
、
数
百
里
離
れ
て
い
て
も
新
年
の
挨
拶
を
し
に
行
く
の
は
親
戚
間
で
の
儀
礼
で
あ

る
。

第
十
二
章
政
署
法
律

明
正
大
な
人
が
選
ば
れ
る
。
副
盟
長
は
国
政
を
助
け
る
重
要
な
任
務
で
あ
る
。

そ
の
他
に
各
部
落
に
は
十
家
長
・
二
十
五
家
長
・
五
十
家
長
・
百
家
長
・
五
百
家

長
か
ら
千
家
長
に
至
る
ま
で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
家
長
に
は
管
轄
範
囲
が
あ
る
。
他

に
族
長
・
村
長
・
家
長
な
ど
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
自
分
の
職
務
を
担
当
す
る
。
各

部
落
の
長
は
公
私
の
事
務
を
処
理
す
る
時
、
定
例
と
法
律
を
守
り
、
秩
序
を
遵
守
す

る
。
長
は
得
ら
れ
る
も
の
に
応
じ
て
取
っ
て
、
昇
進
も
降
格
も
規
則
通
り
に
し
て
、

随
時
該
当
部
落
の
事
を
処
理
し
、
決
し
て
欺
く
こ
と
は
な
い
。
部
落
に
は
四
季
に
一

度
定
例
の
会
議
が
も
た
れ
る
。
盟
長
会
議
は
三
年
に
一
度
で
、
ま
た
緊
急
の
要
件
が

有
る
と
き
に
も
行
わ
れ
る
。
各
部
落
の
長
は
十
家
長
を
派
遣
し
て
、
各
所
の
長
に
通

知
を
出
し
て
、
大
会
の
準
備
を
す
る
。
す
べ
て
艦
え
た
ら
、
盟
主
に
報
告
し
、
ど
こ

で
行
う
か
を
伺
う
。
盟
主
は
人
を
派
遣
し
て
、
水
や
草
の
良
い
と
こ
ろ
を
調
べ
、
そ

こ
を
会
議
地
と
し
て
指
定
し
て
、
各
部
落
に
通
知
し
、
時
間
通
り
に
来
る
よ
う
に
知

ら
せ
る
。
従
来
、
蒙
古
に
は
四
季
の
各
季
節
毎
に
移
動
す
る
習
慣
が
あ
り
、
決
ま
っ

た
住
処
も
な
い
た
め
、
先
ず
事
前
に
ど
こ
で
会
議
を
行
う
か
を
決
め
、
そ
れ
か
ら
十

家
長
を
通
じ
て
各
部
落
に
知
ら
せ
、
会
議
の
期
日
を
決
め
る
。
盟
長
会
議
の
日
に
は
、

各
部
落
の
長
は
皆
、
車
輌
や
天
幕
、
飲
食
物
な
ど
を
準
備
し
て
、
羊
や
牛
を
数
匹
連

れ
て
、
会
議
が
行
こ
な
わ
れ
る
場
所
に
集
ま
っ
て
く
る
。
盟
長
の
処
で
は
ま
ず
天
幕

を
張
る
場
所
を
長
の
位
の
差
に
よ
り
指
定
し
て
、
各
長
の
泊
ま
る
場
所
を
手
配
す
る
。

各
天
幕
は
全
て
盟
長
の
天
幕
を
中
心
に
、
遠
く
離
れ
な
場
所
に
あ
り
、
係
の
者
が
到

着
情
況
を
調
べ
、
全
員
が
揃
っ
た
ら
盟
長
に
報
告
す
る
。
そ
し
て
会
議
が
始
ま
る
。

部
落
の
大
小
、
事
情
の
軽
重
な
ど
に
よ
り
、
ど
の
部
落
の
事
を
先
に
議
論
す
る
か

を
定
め
た
法
律
も
あ
る
。
処
理
す
べ
き
事
が
多
け
れ
ば
会
議
は
半
月
く
ら
い
延
び
、

少
な
け
れ
ば
七
～
八
日
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
盟
長
会
議
の
期
間
内
で
、
各

部
落
の
重
要
な
事
件
を
全
て
報
告
し
処
理
す
べ
き
で
、
財
産
分
与
や
分
家
、
爵
位
の

世
襲
、
養
子
、
境
界
線
の
争
い
、
喧
嘩
な
ど
の
事
件
を
会
議
で
一
つ
一
つ
報
告
し
、

判
決
を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
な
国
事
に
関
わ
る
立
法
と
行
政
に
つ
い
て
は
、
成
吉
恩
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竿
の
時
に
改
め
て
詳
細
な
数
条
の
法
律
が
作
ら
れ
、
蒙
古
で
共
通
に
実
行
さ
れ
る
法

律
と
さ
れ
た
。
成
吉
思
李
の
定
め
た
欽
定
数
十
條
の
法
律
は

一
、
牛
や
馬
、
羊
を
飼
育
す
る
人
は
そ
の
飼
育
を
生
計
の
基
礎
と
し
、
家
業
と

す
る
。

一
、
国
法
に
従
い
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
牛
、
馬
、
羊
を
納
め
る
こ
と

と
し
、
銀
な
ど
の
財
貨
、
布
、
食
糧
を
納
め
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

一
、
納
め
る
額
を
決
め
、
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
満
一
年
に
な
る
羊
九
匹
は

牛
一
頭
に
相
当
し
、
満
三
年
に
な
る
牛
二
頭
は
馬
一
頭
に
相
当
し
、
満
五

年
に
な
る
馬
は
騎
馬
と
呼
ば
れ
る
。
酪
駝
は
特
別
な
家
畜
と
す
る
。

｜
、
各
家
の
納
め
る
額
を
決
め
る
。
羊
百
匹
ま
で
を
所
有
す
る
家
は
、
満
一
年

に
な
る
羊
を
十
匹
納
め
る
。
牛
百
頭
ま
で
を
所
有
す
る
家
は
満
三
年
に
な

る
牛
を
三
頭
納
め
る
。
馬
百
頭
ま
で
を
所
有
す
る
家
は
満
五
年
に
な
る
馬

を
二
頭
納
め
る
。

「
国
の
た
め
に
軍
に
入
隊
す
る
責
任
の
あ
る
者
を
決
め
る
。
国
内
の
台
吉
族
、

塔
布
嚢
族
、
戸
業
個
族
、
吟
爾
楚
族
か
ら
、
二
戸
当
た
り
一
名
を
兵
士
に

出
し
、
十
八
歳
で
入
営
に
合
格
し
、
四
十
歳
ま
で
を
兵
役
の
期
間
と
す
る
。

こ
の
四
族
以
外
の
族
の
者
は
兵
士
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
ほ
か
の
族
の

者
が
偽
っ
て
国
軍
に
入
り
、
こ
れ
が
調
べ
て
確
実
な
ら
ば
、
軍
法
に
従
っ

て
厳
し
く
処
分
す
る
。

｜
、
営
規
、
官
職
を
決
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
官
職
を
九
等
品
職
に
分
け
、
行
動
が

正
し
く
、
規
律
を
守
る
人
に
与
え
る
。
協
理
一
品
、
章
京
二
品
、
梅
倫
三

品
、
参
領
四
品
、
佐
領
五
品
、
筆
帖
式
六
品
、
坤
都
七
品
、
布
参
戸
八
品
、

領
催
九
品
の
九
品
官
職
で
あ
る
。
こ
の
九
品
は
全
て
営
の
事
務
を
担
当
す

る
人
の
官
職
と
な
り
、
協
理
、
章
京
、
梅
倫
な
ど
の
職
は
軍
務
を
処
理
す

る
要
職
で
あ
る
。
参
領
と
い
う
職
は
重
要
で
、
佐
領
四
人
を
従
え
る
。
筆

粕
式
は
正
・
副
職
四
人
で
、
坤
都
も
四
人
、
布
参
戸
四
人
、
催
領
四
人
で
、

六
六
○
名
の
兵
士
を
一
営
と
数
え
、
糸
領
職
は
兵
営
の
数
月
を
決
め
る
。

一
、
各
族
の
人
民
及
び
家
産
は
父
親
・
長
男
の
相
続
を
中
心
と
す
る
。
も
し
分

家
や
別
居
の
事
情
が
あ
っ
た
ら
、
兄
弟
の
数
と
関
係
な
く
、
長
男
は
家
産

の
三
分
余
り
を
占
め
、
そ
の
残
り
は
ほ
か
の
兄
弟
で
均
等
に
分
け
る
。
長

男
は
父
親
の
位
を
世
襲
し
、
正
位
を
占
め
る
。

｜
、
人
民
の
結
婚
に
お
い
て
、
同
族
居
住
、
同
盟
部
落
で
の
そ
れ
は
認
め
ら
れ

な
い
。
ま
た
近
親
五
服
以
内
も
許
さ
れ
な
い
。
女
十
七
歳
以
上
は
皆
夫
を

迎
え
ら
れ
、
男
十
八
歳
以
上
も
皆
妻
を
要
り
、
家
を
成
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
夫
婦
関
係
が
不
和
な
ら
ば
、
夫
は
妻
を
離
縁
す
る
権
利
が
あ
る
。

こ
れ
に
親
友
も
干
渉
す
る
権
利
は
な
い
。
夫
よ
り
書
か
れ
た
離
縁
証
明
書

に
夫
の
指
印
が
あ
れ
ば
、
再
度
結
婚
で
き
る
。

一
、
人
民
の
結
婚
に
携
わ
る
仲
人
に
関
す
る
規
則
。
両
親
の
揃
っ
た
夫
婦
で
、

年
が
三
十
歳
以
上
の
人
が
許
可
さ
れ
る
。
そ
の
他
妻
と
死
別
し
た
者
、
未

亡
人
、
僧
侶
、
尼
、
独
身
者
は
み
な
仲
人
に
な
れ
ず
、
特
別
に
禁
止
さ
れ

る
。

一
、
各
戸
に
お
い
て
、
若
き
未
亡
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
兄
弟
と
結
婚
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
そ
れ
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ほ
か
に
嫁
ぐ
こ
と
も
で

き
る
。
そ
の
際
、
未
亡
人
が
再
婚
す
る
こ
と
を
望
め
ば
、
そ
の
子
女
は
一

緒
に
連
れ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
、
人
民
に
訴
訟
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
ず
本
部
落
の
長
に
報
告
し
て
、
処
理
を

依
頼
す
る
。
そ
の
結
果
を
不
服
と
す
る
場
合
は
、
盟
主
に
陳
情
す
る
。
事

件
の
軽
重
に
関
係
な
く
、
本
部
落
の
長
は
細
か
く
調
べ
て
処
理
す
べ
き
で

あ
る
。

一
、
盗
事
に
関
す
る
事
件
で
、
騎
馬
二
匹
と
軍
馬
一
匹
を
盗
ん
だ
場
合
は
死
罪

と
す
る
。
牛
四
頭
を
盗
ん
だ
場
合
も
同
様
に
死
罪
と
な
る
。
本
部
落
の
人
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が
強
盗
と
結
託
し
た
場
合
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
家
族
全
員
を

部
落
外
に
追
い
払
う
。
ま
た
衣
服
や
財
貨
、
首
飾
り
を
盗
ん
だ
場
合
は
、

公
定
の
価
格
で
盗
人
に
罰
金
を
払
わ
せ
る
。
牛
も
そ
の
価
格
に
よ
り
、
罰

金
を
払
わ
せ
る
か
監
禁
す
る
か
の
処
罰
を
す
る
。
ま
た
羊
を
一
匹
盗
ん
だ

ら
三
○
○
回
の
鞭
打
ち
で
、
二
匹
な
ら
ば
鞭
は
打
た
ず
、
倍
の
羊
を
賠
償

さ
せ
済
ま
せ
る
。

｜
、
強
姦
、
誘
拐
、
駆
け
落
ち
に
関
し
て
は
、
被
害
者
が
十
七
歳
以
下
の
場
合

に
、
最
も
罪
が
重
い
。
駆
け
落
ち
を
企
ん
だ
男
女
は
首
抓
を
か
け
さ
せ
て

全
部
落
を
廻
ら
せ
、
衆
人
に
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。

一
、
庶
民
で
激
し
く
人
命
に
傷
害
を
加
え
た
者
は
、
命
を
も
っ
て
償
う
と
し
、

罪
が
判
明
し
た
ら
射
殺
に
処
す
。
も
し
双
方
が
罰
金
に
よ
っ
て
罪
を
賊
う

と
い
う
請
願
が
あ
れ
ば
、
九
五
の
額
で
許
す
。
ま
た
誤
っ
て
人
命
を
傷
つ

け
た
者
は
よ
く
調
べ
、
罰
金
に
よ
っ
て
罪
を
蹟
う
。
ま
た
長
や
父
、
兄
に

逆
ら
う
罪
を
犯
し
た
ら
、
無
期
監
禁
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
に
該
当
の
管
理

長
も
処
分
を
受
け
る
。

一
、
各
部
落
に
お
い
て
親
族
が
無
く
、
家
が
途
絶
え
相
続
す
る
者
の
無
い
家
は
、

財
産
は
該
当
長
の
処
理
に
よ
り
、
公
の
財
産
と
し
、
雑
貨
の
項
目
に
入
れ

る
。
も
し
戦
場
で
亡
く
な
っ
た
者
の
家
で
相
続
す
る
者
が
無
い
時
は
、
官

と
部
落
長
が
調
査
を
し
、
姻
戚
あ
る
い
は
遠
縁
の
子
弟
で
あ
っ
て
も
こ
の

相
続
を
許
可
し
、
決
し
て
断
絶
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

｜
、
台
吉
塔
布
嚢
族
の
人
で
、
強
盗
と
通
じ
結
託
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

そ
の
人
を
本
族
か
ら
除
名
し
、
庶
民
に
改
族
し
た
後
、
永
久
に
元
の
族
に

戻
る
こ
と
は
で
き
ず
、
厳
し
く
罪
を
問
う
。
ま
た
台
吉
塔
布
嚢
族
の
人
が

反
法
治
の
罪
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
既
に
貴
族
で
あ
っ
て
も
浄
潔
に
す
る
た

め
、
倍
の
罰
を
加
え
る
。

｜
、
部
落
の
戸
籍
に
つ
い
て
の
規
則
で
、
旗
に
属
す
る
部
落
の
人
が
移
居
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
別
の
旗
下
に
あ
る
部
落
に
あ
っ
て
も
、
元
の
旗
の
原
籍

を
離
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
別
の
旗
の
部
落
長
も
そ
の
帰
属
を

許
さ
ず
、
本
籍
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
原
籍
を
法
の
定

め
に
従
い
遵
行
し
、
外
来
の
流
民
を
禁
止
す
る
。
収
容
さ
れ
る
外
来
戸
籍

が
あ
る
場
合
は
、
一
律
法
を
守
り
、
実
行
さ
れ
る
。

｜
、
国
の
出
征
に
お
い
て
、
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
者
の
あ
る
兵
営
で
は
、
労
役

を
受
け
る
者
、
軍
の
糧
を
助
成
す
る
者
な
ど
、
一
年
間
定
期
的
に
省
察
さ

れ
、
そ
の
功
に
応
じ
て
軍
功
の
帳
簿
に
皆
列
挙
さ
れ
る
。
そ
し
て
功
に
よ
っ

て
爵
位
や
食
禄
を
定
め
、
一
族
の
世
襲
と
し
、
一
律
遵
行
さ
れ
る
。

｜
、
国
の
法
律
に
よ
り
、
全
国
各
戸
は
定
め
ら
れ
た
納
品
物
を
差
し
出
す
。
国

に
戦
争
の
な
い
時
は
、
皆
貢
物
が
半
減
す
る
。
そ
の
ほ
か
国
が
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
納
め
る
べ
き
額
を
こ
れ
と
は
別
に
定
め
る
。

国
民
は
一
律
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
法
律
の
も
と
で
蒙
古
を
統
治
し
た
の
は
成
吉
思
窄
で
あ
り
、
自
ら
調

べ
識
別
し
蒙
古
の
法
律
を
作
り
あ
げ
、
そ
れ
は
蒙
古
の
性
質
、
風
俗
に
合
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
清
の
崇
徳
年
間
に
蒙
古
国
王
で
あ
っ
た
霊
丹
準
は
国
政
を
乱
し
、
無
道
が

横
行
し
た
た
め
、
各
部
落
の
蒙
古
長
は
避
難
し
、
情
に
身
を
寄
せ
た
。
満
洲
崇
徳
君

は
大
臣
等
と
議
定
し
、
蒙
古
か
ら
投
降
す
る
人
を
受
け
入
れ
、
優
遇
し
た
。
蒙
古
各

地
の
人
々
は
風
聞
を
聞
き
、
次
々
と
満
洲
へ
と
帰
服
し
た
。
そ
し
て
順
冶
九
年
の
時
、

蒙
古
は
み
な
情
へ
帰
順
し
た
。
大
清
国
に
帰
属
し
た
後
、
満
人
は
蒙
古
人
の
心
を
も

帰
属
さ
せ
る
た
め
、
蒙
古
で
の
長
職
、
爵
位
、
貴
族
等
を
す
べ
て
昇
進
さ
せ
、
原
籍

に
安
置
し
満
足
さ
せ
た
。
こ
れ
を
蒙
古
長
た
ち
は
大
変
喜
び
、
満
人
の
王
に
服
従
し
、

国
王
を
無
二
の
心
で
忠
信
し
、
そ
の
聖
徳
に
感
激
し
た
。
順
治
年
間
に
は
専
ら
蒙
古

の
た
め
に
、
北
京
に
理
藩
院
を
設
立
し
、
そ
の
中
に
六
つ
の
部
門
を
置
い
た
。
そ
こ

で
蒙
古
の
元
来
の
法
律
を
調
べ
、
直
す
こ
と
な
く
、
た
だ
元
の
蒙
古
法
律
の
上
に
何

条
か
を
加
え
、
爵
位
を
蒙
古
の
人
に
与
え
て
北
京
に
住
ま
せ
て
、
ま
た
定
期
的
に
上
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京
さ
せ
俸
禄
を
与
え
、
進
貢
と
し
て
羊
、
馬
、
乳
酒
、
乳
製
品
を
貢
が
せ
た
。
王
公

貝
勒
貝
子
が
台
吉
塔
布
嚢
の
爵
位
を
世
襲
し
て
北
京
に
来
た
時
、
皇
帝
は
格
格
を
蒙

古
王
侯
の
嫁
と
し
て
与
え
結
婚
さ
せ
た
。
旗
主
が
北
京
に
上
京
す
る
時
に
は
、
宿
泊

費
と
旅
費
を
与
え
る
な
ど
の
条
例
は
理
藩
院
の
院
則
に
入
れ
た
。
康
煕
十
七
年
、
蒙

古
で
は
毎
年
天
山
と
成
吉
思
季
陵
を
祀
る
大
祭
が
あ
り
、
全
て
の
部
落
を
集
め
て
行
っ

て
き
た
が
、
清
朝
に
帰
順
し
て
か
ら
、
各
部
落
は
各
地
に
散
居
し
て
、
遠
く
離
れ
て

い
た
た
め
、
大
祭
に
集
ま
る
の
が
不
便
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
皇
帝
に
報
告
し

た
。
す
る
と
皇
帝
が
言
う
に
は
、
喀
爾
喀
四
部
落
は
近
く
に
あ
る
天
山
を
祀
り
、
天

山
南
部
の
各
盟
は
那
爾
多
斯
に
あ
る
成
吉
思
季
の
陵
墓
を
祀
り
、
双
方
と
も
近
く
に

あ
る
物
を
祀
っ
て
ど
こ
が
問
題
な
の
か
と
な
っ
た
。
こ
の
案
が
内
外
蒙
古
の
分
別
の

始
ま
り
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
後
、
蒙
古
で
は
境
界
線
や
領
地
を
巡
り
争
い
が
生
ま
れ
、
参
領
の
定
め

た
人
口
数
な
ど
も
争
わ
れ
、
つ
い
に
は
自
ら
旗
主
を
立
て
よ
う
と
し
、
こ
れ
を
皇
帝

に
上
奏
し
て
処
理
を
願
う
事
件
が
頻
繁
に
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
康
煕
十
九
年
の
春
三

月
、
中
堂
宗
大
臣
に
処
理
を
任
せ
た
。
彼
は
蒙
古
人
と
一
緒
に
内
政
を
整
理
し
、
旗

の
境
界
や
、
国
境
の
争
い
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
調
べ
に
よ
っ
て
、
元
来
九
つ
の

官
職
が
あ
っ
て
、
参
領
の
数
は
部
落
の
数
だ
っ
た
こ
と
が
解
り
、
元
の
長
の
数
に
従
っ

て
旗
数
を
決
め
、
長
白
砂
漠
を
境
に
、
砂
漠
の
北
側
に
あ
る
喀
爾
喀
四
部
落
、
五
十

七
旗
を
外
蒙
古
に
し
て
、
砂
漠
の
南
に
あ
る
六
盟
四
十
七
旗
を
内
蒙
古
と
し
た
。
各

旗
に
は
協
理
管
旗
章
京
を
各
二
名
ず
つ
置
き
、
参
領
は
部
落
を
定
め
た
後
、
そ
れ
を

書
類
に
ま
と
め
、
理
藩
院
に
提
出
し
た
。
将
来
に
わ
た
り
明
白
に
事
務
を
処
理
す
る

た
め
、
内
外
蒙
古
の
境
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
管
轄
権
は
全
て
清
の
理
藩
院
に
属
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
各
旗
に
印
務
所
を
設
立
し
、
事
務
は
そ
こ
で
執
り
行
わ
れ

た
。
従
来
、
蒙
古
で
は
公
の
事
務
を
処
理
す
る
場
所
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
用
事
が

あ
れ
ば
ま
ず
長
に
事
情
を
説
明
し
、
皆
を
集
め
て
会
議
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
ど
こ

で
い
つ
集
ま
る
か
を
決
め
て
、
定
期
的
に
事
務
を
処
理
す
る
。
各
部
落
の
人
は
何
か

古
来
よ
り
規
則
を
以
て
賞
罰
を
決
め
た
。
功
績
あ
る
人
に
は
報
奨
を
与
え
る
が
、

そ
れ
に
は
三
種
が
あ
り
、
自
己
の
た
め
、
衆
人
の
た
め
、
国
の
た
め
の
三
種
の
類
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
皆
、
功
績
を
た
て
た
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
実
証
に
応
じ
て
国
の

報
奨
を
与
え
、
自
己
の
た
め
の
功
績
で
あ
っ
て
も
、
能
力
が
あ
り
大
事
業
を
行
う
な

ら
ば
、
国
体
に
関
係
し
、
衆
人
の
た
め
に
功
績
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
自
己
の
財
産

を
使
っ
て
公
の
事
を
処
理
す
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
部
落
の
長
に
報
告

し
、
功
績
と
し
て
記
録
さ
れ
、
国
の
定
め
た
報
奨
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
国
の
た
め

に
軍
隊
に
入
り
、
兵
士
と
な
っ
て
一
生
懸
命
敵
と
戦
い
死
ん
だ
人
は
、
血
を
以
て
功

績
を
た
て
た
人
と
見
な
し
、
最
高
の
等
質
と
し
て
国
の
報
奨
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の

他
に
も
、
国
に
馬
を
二
百
頭
以
上
、
或
い
は
財
貨
二
千
両
以
上
を
献
上
し
た
者
は
名

前
を
記
録
に
留
め
、
軍
功
と
し
て
国
の
報
奨
を
与
え
る
。
こ
の
三
種
類
の
内
で
は
軍

が
あ
っ
た
ら
長
の
家
に
行
き
、
事
情
を
言
っ
て
処
理
を
願
う
。
こ
の
よ
う
な
情
況
は
、

情
朝
初
め
に
至
り
改
め
ら
れ
、
旗
の
役
所
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

蒙
古
の
風
俗
で
は
元
々
人
民
の
性
質
と
し
て
訴
訟
な
ど
を
好
ま
な
い
。
も
し
争
い
事

が
あ
っ
て
も
、
長
と
年
長
者
の
合
議
に
よ
っ
て
解
決
し
て
き
た
。
長
が
善
良
な
人
で

あ
れ
ば
、
訴
訟
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
双
方
を
慰
め
、
説
得
し
処
理
す
る
。
罰

を
与
え
る
か
ど
う
か
を
そ
の
場
で
決
め
、
後
に
悪
い
影
響
を
残
さ
ず
、
和
解
を
旨
と

し
た
。
し
か
し
清
朝
以
来
、
蒙
古
で
の
事
件
訴
訟
が
多
く
、
役
所
で
の
審
理
に
も
そ

れ
を
名
目
に
し
て
役
所
の
修
繕
費
や
大
小
の
賄
賂
が
横
行
し
た
。
そ
し
て
満
洲
や
漢

人
の
規
則
半
分
、
蒙
古
の
法
律
半
分
を
用
い
た
清
朝
の
や
り
方
が
行
わ
れ
、
清
朝
の

退
位
、
民
国
の
成
立
以
来
、
つ
い
に
は
蒙
古
の
元
来
の
徳
を
忘
れ
て
、
漢
人
の
悪
習

に
伝
染
し
、
民
国
に
随
い
悪
事
の
蔓
延
る
役
所
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
十
一
一
一
章
賞
罰
刑
具
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功
が
最
も
重
大
な
功
績
で
あ
る
。

こ
の
た
め
蒙
古
に
王
公
爵
が
多
い
の
は
、
古
来
皆
軍
功
を
た
て
た
者
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
軍
功
を
た
て
た
な
ら
ば
、
朝
廷
は
王
公
爵
の
地
位
と
爵
位
を
与
え
、
後
に

子
孫
が
そ
れ
を
世
襲
し
、
さ
ら
に
軍
功
を
た
て
れ
ば
爵
位
を
高
め
、
世
襲
す
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
代
か
ら
蒙
古
の
賞
罰
は
明
白
で
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
故

に
富
豪
家
に
は
、
国
に
忠
義
を
尽
く
し
誠
意
を
も
っ
て
、
馬
二
千
頭
、
三
千
頭
を
献

上
し
、
兵
役
を
免
除
さ
れ
る
人
も
多
い
。
そ
し
て
軍
馬
を
助
勢
し
た
功
績
に
よ
り
、

公
爵
の
爵
位
を
得
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
文
書
に
記
録
し
て
、
王
侯
と
同
じ
よ
う
に

処
理
す
る
。
そ
の
他
に
ほ
、
功
績
の
大
小
に
よ
り
賞
品
を
与
え
る
。
賞
品
は
み
な
羊

で
あ
る
が
、
功
績
の
大
き
な
者
に
は
褒
美
と
し
て
九
五
を
与
え
、
功
績
の
小
さ
な
者

に
は
一
匹
を
与
え
る
。
ま
た
褒
美
の
他
に
、
国
に
は
官
吏
の
等
級
を
定
め
る
例
が
あ

り
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
昇
級
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
例
の
他
に

功
績
を
挙
げ
た
場
合
に
は
、
原
籍
の
旗
に
報
告
し
な
い
と
無
効
に
な
る
。
す
べ
て
を

原
籍
の
旗
に
報
告
し
て
か
ら
、
旗
の
事
務
所
は
そ
の
事
情
を
調
査
し
明
ら
か
に
な
る

と
、
長
が
許
可
し
て
功
績
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
原
籍
の

旗
に
報
告
し
な
い
ま
ま
、
余
所
の
地
で
た
て
た
功
績
は
本
地
で
は
無
効
に
な
る
。

社
会
が
成
立
し
て
以
来
賞
罰
は
あ
り
、
国
法
に
定
め
ら
れ
た
後
に
は
更
改
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
。
ま
た
騨
姑
に
つ
い
て
も
規
則
が
あ
り
、
そ
の
道
の
り
と
停
車
場
の
大

小
と
に
よ
っ
て
、
食
も
定
め
ら
れ
て
い
た
。
中
等
の
食
事
で
は
十
人
に
つ
き
羊
一
匹
、

長
三
人
に
つ
き
羊
一
匹
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
め
を
以
て
執
り
行
わ
れ
た
。
さ
ら

に
、
逃
亡
中
の
賊
を
捉
え
る
旅
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
全
行
程
の
距
離
を
勘
案
し
、

賞
罰
に
は
全
て
羊
を
充
て
る
。
そ
の
際
九
匹
の
羊
は
牛
一
頭
に
相
当
し
、
平
常
は
決

算
を
す
る
時
に
牛
と
羊
を
資
財
と
し
銀
に
換
算
す
る
。
羊
一
匹
は
銀
一
両
、
牛
一
頭

は
銀
八
両
、
馬
一
匹
は
銀
十
五
両
に
換
算
す
る
。
こ
れ
は
旧
例
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
、
俗
に
老
官
売
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
刑
具
に
つ
い
て
は
、
役
所
に
近
い
監
禁
す
る
牢
に
は
木
櫃
が
全
て
備
え
ら

れ
て
い
た
。
主
に
使
う
刑
具
は
鞭
、
顔
面
を
打
つ
皮
板
、
梶
棒
、
縛
縄
、
鎖
、
手
伽
、

足
伽
、
竹
鞭
、
板
、
首
伽
、
生
の
牛
皮
、
弓
矢
、
槍
な
ど
で
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
罰

を
与
え
る
。
死
刑
に
も
こ
の
よ
う
な
刑
具
を
使
い
、
古
来
罪
人
を
処
罰
し
た
。
昔
は

斬
殺
や
、
手
足
を
切
り
落
と
し
て
滅
多
突
き
に
し
た
り
、
絞
殺
す
る
等
の
極
刑
は
な

か
っ
た
。
も
し
死
罪
と
決
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
刀
は
使
わ
ず
弓
矢
で
射
殺
し
、
極
刑

に
処
す
に
あ
た
り
頭
を
切
り
落
と
す
等
は
最
も
禁
止
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
普
段
羊

や
牛
を
殺
す
場
合
も
首
を
切
る
よ
う
な
こ
と
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
生
命
の
あ
る
生
物

に
対
し
て
は
、
頭
を
切
っ
て
身
体
と
分
離
さ
せ
る
こ
と
は
忌
み
嫌
わ
れ
た
。
そ
の
た

め
古
代
の
処
罰
に
は
首
切
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
裁
判
に
際
し
て
は
、
命
に
関
わ

る
案
件
と
盗
賊
に
関
す
る
案
件
に
つ
い
て
、
股
も
厳
し
く
処
理
し
、
一
切
の
私
情
を

交
え
な
い
。
次
に
逃
走
や
誘
拐
な
ど
の
事
件
も
重
く
処
罰
す
る
。
そ
の
ほ
か
各
種
の

案
件
に
つ
い
て
は
、
罪
の
程
度
に
よ
り
罰
金
或
い
は
処
罰
を
与
え
る
。
鞭
打
ち
の
罪

人
は
十
回
か
ら
五
百
回
ま
で
の
鞭
打
ち
で
、
顔
面
を
打
つ
の
は
十
回
か
ら
二
百
回
で
、

そ
れ
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
伽
の
処
罰
に
は
三
種
類
が
あ
り
、
一
番
重
い
の
は
首

伽
で
百
二
十
斤
、
二
等
は
六
十
斤
で
、
一
一
一
等
は
三
十
斤
で
あ
る
。
全
て
罪
に
よ
り
、

そ
れ
を
科
せ
ら
れ
る
日
が
決
め
ら
れ
る
が
、
十
日
間
、
一
ヶ
月
か
ら
百
日
ま
で
あ
る
。

ま
た
罰
金
を
取
る
場
合
は
十
九
か
ら
九
十
九
ま
で
で
、
そ
れ
を
越
え
る
額
で
は
い
け

な
い
。

こ
の
よ
う
な
賞
罰
の
方
法
は
、
後
の
清
代
に
な
っ
て
改
正
さ
れ
、
賞
罰
の
規
則
も

半
分
は
昔
の
旧
法
を
使
い
、
半
分
は
清
朝
の
法
を
使
っ
た
。
蒙
古
の
各
旗
王
は
定
期

的
に
北
京
へ
上
京
す
る
が
、
い
つ
も
随
員
と
護
衛
を
連
れ
て
行
く
。
上
京
に
随
う
こ

と
三
回
の
後
に
は
、
旋
王
か
ら
労
い
の
賞
品
が
与
え
ら
れ
る
。
或
い
は
職
務
と
昇
進

が
与
え
ら
れ
る
。
各
旗
と
も
同
類
一
律
に
こ
れ
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
風
俗
は
、
楕

朝
以
来
北
京
に
あ
る
各
旗
の
印
務
処
に
行
く
専
門
員
が
お
り
、
理
蕃
院
に
褒
賞
や
俸

給
を
も
ら
い
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
者
は
北
京
差
使
と
呼
ば
れ
、
三

年
勤
務
に
つ
く
と
、
必
ず
一
階
級
昇
進
す
る
。
北
京
差
使
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
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古
代
以
来
こ
の
族
に
は
、
人
々
の
間
に
起
こ
る
争
い
事
の
是
非
を
定
め
る
規
則
を

も
つ
部
落
社
会
が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
て
も
皆
に
周
知
し
、
そ
の
上

で
判
決
を
受
け
る
。
そ
し
て
そ
の
社
会
に
つ
い
て
も
規
則
が
あ
る
。
各
部
落
で
は
一

つ
の
会
を
作
り
、
会
長
一
人
と
副
会
長
二
人
を
年
長
者
か
ら
選
ぶ
。
同
じ
会
に
所
属

す
る
部
落
の
成
員
は
、
争
い
事
な
ど
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
こ
の
会
に
報
告
し
、
処
理
を

願
う
。
会
長
は
定
期
的
に
会
員
を
集
め
て
会
議
を
行
い
、
事
件
の
処
理
を
相
談
す
る
。

そ
し
て
境
外
に
追
放
す
る
か
罪
と
し
て
処
罰
を
与
え
る
か
を
会
長
と
年
長
者
の
相
談

に
よ
り
解
決
す
る
。
会
長
と
会
員
が
相
談
で
決
め
た
こ
と
に
は
、
誰
も
反
論
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
皆
そ
れ
に
従
う
。
成
吉
思
季
の
時
、
蒙
古
法
律
が
作
ら
れ
、
そ
の
う

ち
の
数
条
は
昔
の
社
会
規
則
を
受
け
継
い
で
い
る
。
審
判
員
は
四
十
六
歳
以
上
で
、

経
験
の
多
い
者
が
な
る
。
事
件
の
是
非
を
分
別
す
る
こ
と
は
煩
雑
で
難
し
い
た
め
、

年
の
若
い
者
に
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
審
理
を
す
る
際
に
、
年
長
者
三
、
四
人
が

い
て
一
緒
に
事
件
を
審
理
す
る
。
事
情
を
詳
し
く
調
べ
て
か
ら
該
当
す
る
罪
を
決
め

る
。
但
し
、
審
判
に
は
人
間
が
一
時
的
に
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
る
こ
と
も
避
け
ら

れ
な
い
の
で
、
各
部
落
の
長
は
公
所
を
設
け
て
〔
蒙
古
語
で
は
札
薩
克
〕
、
審
判
に

い
場
合
は
、
休
職
も
許
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
監
察
処
理
は
全
て
旗
の
印
務
処
が
行

う
。
本
来
は
正
職
と
副
職
の
協
理
二
人
が
旗
の
北
京
駐
在
を
管
理
し
、
梅
倫
参
領
は

上
司
に
報
告
せ
ず
、
本
旗
の
印
務
処
に
任
せ
て
そ
の
人
選
を
行
う
。
た
だ
し
協
理
管

旗
章
京
の
欠
員
は
盟
長
に
報
告
し
、
理
蕃
院
に
転
送
し
、
こ
の
職
の
人
選
に
つ
い
て

伺
い
を
た
て
、
理
蕃
院
で
記
録
し
て
後
任
命
す
る
。
蒙
古
の
各
旗
の
管
轄
は
す
べ
て

参
領
に
よ
り
額
数
を
決
め
る
が
、
ま
ず
該
当
す
る
旗
を
調
査
し
、
そ
の
定
め
ら
れ
る

定
額
数
を
見
れ
ば
、
そ
の
旗
の
面
積
と
人
口
も
分
か
る
。

第
十
四
章
審
判
規
則

関
わ
る
事
を
処
理
す
る
。
審
判
員
の
定
員
は
協
理
者
一
名
、
協
領
者
一
名
、
梅
倫
者

一
名
、
参
領
者
一
名
で
、
記
録
員
二
名
、
陪
審
員
二
名
で
あ
る
。
み
な
定
期
的
に
順

番
で
職
務
に
当
た
る
。
公
の
事
務
を
処
理
す
る
時
、
管
轄
の
面
積
が
大
き
い
場
合
は

一
ヶ
月
に
一
回
交
替
し
て
、
面
積
の
小
さ
い
部
落
で
は
毎
月
の
一
日
か
ら
十
五
日
ま

で
交
替
す
る
。
交
替
す
る
者
は
事
務
の
引
き
継
ぎ
を
後
任
の
者
に
説
明
し
事
件
を
処

理
す
る
。
も
し
盟
長
が
そ
の
職
に
あ
た
る
場
合
は
、
職
員
と
し
て
六
ヶ
月
間
勤
務
す

る
。
定
期
的
に
年
長
者
を
選
ん
で
審
判
員
に
し
、
堂
官
の
職
を
与
え
る
。
盟
長
の
処

或
い
は
旗
務
公
所
で
審
判
を
行
う
場
合
は
、
族
長
は
正
位
に
座
り
、
右
か
ら
協
理
、

堂
官
の
順
で
、
左
は
協
領
、
梅
倫
、
参
領
、
記
録
員
の
順
で
座
る
。
陪
審
員
は
訴
訟

を
起
こ
す
人
が
鮠
い
た
両
側
に
立
つ
。
そ
し
て
協
領
か
ら
事
情
を
聞
き
、
堂
官
は
そ

れ
を
詳
し
く
審
問
す
る
。
真
実
が
判
明
し
て
後
、
処
理
方
法
を
相
談
し
決
め
、
案
件

は
完
結
す
る
。
も
し
そ
の
期
間
内
に
審
理
を
明
白
に
出
来
な
か
っ
た
案
件
は
、
次
の

期
間
に
先
送
り
す
る
。

案
件
を
審
理
し
、
判
決
す
る
規
則
は
二
種
類
が
あ
る
。
台
吉
塔
布
嚢
族
の
者
が
、

訴
訟
を
起
こ
す
場
合
に
は
、
西
書
房
に
お
い
て
処
理
す
る
。
そ
れ
以
外
の
民
間
の
者

の
訴
訟
案
件
は
東
書
房
で
処
理
す
る
。
西
書
房
は
内
務
事
務
所
で
、
東
書
房
は
旗
の

公
務
事
務
所
で
あ
る
。
こ
の
分
別
は
、
や
は
り
右
を
上
と
し
て
左
を
下
と
す
る
こ
と

に
よ
る
。
案
件
を
審
問
し
て
事
情
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
ら
、
堂
官
を
集
め
て
罪
を
定

め
処
罰
を
決
め
る
。
そ
の
後
旗
主
に
報
告
し
、
押
印
の
後
そ
の
記
録
を
保
存
し
、
完

結
す
る
。
本
旗
で
の
訴
訟
に
つ
い
て
不
正
や
不
明
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
盟
主
に
上

奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
盟
主
か
ら
委
員
が
派
遣
さ
れ
、
該
当
の
旗
の
公
所
に
赴
き
、

審
判
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
記
録
を
写
し
て
盟
主
に
報
告
し
、
改
め
て
審
理
す
る
。

も
し
盟
主
会
合
が
な
い
時
は
会
合
の
日
ま
で
待
つ
。
会
合
の
日
に
、
そ
の
訴
訟
を
お

こ
し
た
者
を
呼
び
自
ら
審
理
す
る
。
盟
主
の
決
め
た
審
判
は
再
び
該
当
す
る
旗
の
公

所
に
転
送
さ
れ
、
判
決
を
実
行
す
る
。
旗
以
外
の
者
か
ら
訴
訟
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

該
当
の
旗
の
公
所
に
通
告
し
て
、
｜
緒
に
審
理
す
る
。
蒙
古
で
は
原
籍
と
外
来
の
区
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別
を
非
常
に
重
視
し
、
余
所
の
旗
の
者
が
操
め
事
を
起
こ
し
、
面
倒
な
こ
と
が
あ
る

と
旗
の
境
外
に
追
放
し
、
本
旗
で
の
居
住
権
を
取
り
消
す
。
旗
務
の
公
所
で
余
所
の

旗
の
者
を
処
理
す
る
場
合
は
該
当
す
る
旗
に
通
告
し
て
か
ら
処
理
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
そ
れ
を
せ
ず
に
処
理
す
る
権
力
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
規
則
は
ず
っ
と
続

け
ら
れ
、
清
の
時
代
に
な
っ
て
も
変
更
は
な
さ
れ
ず
、
た
だ
蒙
古
規
則
の
上
に
督
府

監
査
を
設
け
た
。
ま
た
理
蕃
院
で
蒙
古
の
一
切
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
規
則
を

何
条
か
決
め
る
。
重
大
な
案
件
が
あ
る
場
合
は
ま
ず
盟
長
が
文
書
を
作
っ
て
報
告
し
、

都
統
衙
門
、
将
軍
衙
門
な
ど
で
処
理
す
る
。
も
し
蒙
古
と
満
人
、
漢
人
の
間
で
訴
訟

が
起
き
た
ら
、
該
当
す
る
官
庁
で
蒙
・
漢
双
方
の
委
員
を
陪
審
と
し
、
審
理
に
参
加

す
る
。
情
朝
は
こ
の
よ
う
に
規
則
を
定
め
、
蒙
古
を
統
括
し
た
が
、
外
蒙
古
の
四
部

落
で
は
昔
か
ら
の
蒙
古
法
律
を
守
り
、
そ
の
範
囲
内
で
起
こ
っ
た
事
件
の
一
切
の
処

理
は
、
都
統
衙
門
と
北
京
理
蕃
院
に
報
告
す
る
こ
と
は
な
い
。
世
襲
や
俸
禄
、
爵
位

な
ど
の
問
題
以
外
で
も
、
外
蒙
古
の
四
部
落
と
曙
爾
喀
は
理
蕃
院
に
報
告
し
な
い
。

す
べ
て
自
分
の
公
所
で
処
理
す
る
。
独
り
外
蒙
古
だ
け
昔
の
法
律
と
訴
訟
を
守
り
、

変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

清
朝
の
治
法
に
お
い
て
は
、
内
蒙
古
の
六
盟
は
耕
地
を
開
墾
し
て
以
来
、
蒙
古
人

と
漢
人
が
雑
居
し
た
た
め
に
、
蒙
と
漢
の
官
庁
で
処
理
す
る
事
件
も
増
え
た
。
そ
し

て
各
旗
の
公
所
で
の
処
理
は
非
常
に
乱
れ
、
定
ま
っ
た
規
則
が
な
く
、
漢
人
の
規
則

で
審
理
し
た
り
、
或
い
は
蒙
古
人
の
古
い
規
則
で
審
理
を
し
た
り
、
様
々
で
あ
る
。

各
旗
の
公
所
の
盟
長
衙
門
は
旧
い
規
模
の
ま
ま
で
あ
り
、
協
理
、
協
領
、
参
領
、
梅

倫
、
堂
官
は
順
番
に
案
件
を
審
問
し
、
軽
い
案
件
は
公
所
で
罰
金
な
ど
の
処
罰
を
し

て
完
結
し
た
が
、
重
い
案
件
は
上
司
に
文
書
で
報
告
し
て
、
都
統
衙
門
で
審
理
し
罪

を
決
め
る
。

民
国
成
立
以
来
蒙
古
の
審
判
は
定
員
制
で
、
官
吏
は
同
じ
よ
う
に
い
る
が
、
し
か

し
審
判
の
規
則
に
は
か
っ
て
の
状
況
の
影
す
ら
な
か
っ
た
。
審
判
を
下
す
に
も
官
吏

な
る
者
は
随
時
、
任
意
に
案
件
を
審
理
し
、
ど
ん
な
案
件
で
も
一
律
に
罰
金
を
取
っ

蒙
古
の
民
間
で
の
訴
訟
に
は
、
ま
ず
各
部
落
に
村
長
一
名
が
い
て
、
争
い
事
が
あ
っ

た
ら
村
長
に
報
告
し
て
か
ら
担
当
の
佐
領
に
事
情
を
説
明
す
る
。
佐
領
は
能
力
の
あ

る
人
な
ら
大
小
の
事
件
を
処
理
で
き
る
。
し
か
し
佐
領
が
処
理
出
来
な
い
場
合
は
、

訴
訟
人
を
連
れ
て
参
領
の
所
へ
行
き
、
状
況
を
説
明
し
て
、
処
理
を
願
う
。
参
領
が

審
問
し
て
罪
を
明
白
に
し
、
罰
を
与
え
完
結
す
る
。
参
領
の
管
轄
内
に
発
生
し
た
訴

訟
は
す
べ
て
該
当
の
参
領
が
処
理
し
、
ど
う
し
て
も
処
理
出
来
な
い
場
合
は
、
旗
主

公
所
へ
訴
訟
を
持
ち
込
む
。
該
当
の
参
領
か
ら
上
訴
書
が
あ
る
場
合
は
、
旗
主
の
公

所
で
処
理
で
き
る
が
、
該
当
の
参
領
の
代
理
が
上
訴
書
無
し
に
旗
務
公
所
に
届
け
、

衙
門
へ
と
上
告
し
た
場
合
は
、
罪
が
あ
る
と
見
て
、
処
罰
す
る
。
本
件
の
訴
訟
が
印

務
所
ま
で
届
い
た
ら
、
受
付
を
し
て
か
ら
、
官
吏
を
派
遣
し
て
該
当
地
に
赴
き
、
管

理
担
当
の
参
領
と
一
緒
に
両
家
の
事
件
を
処
理
す
る
。
旗
の
印
務
所
か
ら
の
官
吏
が

来
る
前
に
、
村
長
は
公
館
に
備
え
て
あ
っ
た
十
日
間
か
ら
一
ヶ
月
の
費
用
を
準
備
し
、

訴
訟
が
終
わ
っ
て
か
ら
参
領
の
指
示
に
従
い
、
訴
訟
を
起
こ
し
た
双
方
よ
り
精
算
に

公
費
を
出
す
か
、
原
告
被
告
い
ず
れ
か
敗
訴
し
た
方
か
ら
費
用
を
出
さ
せ
て
、
公
費

を
返
還
す
る
こ
と
に
な
る
。

裕
福
な
家
で
財
産
分
与
に
よ
る
訴
訟
を
起
こ
し
、
管
理
官
庁
ま
で
訴
訟
が
持
ち
込

ま
れ
た
時
は
、
派
遣
さ
れ
た
官
吏
の
中
に
は
私
腹
を
肥
や
そ
う
と
思
う
人
が
い
た
り
、

故
意
に
期
日
を
遅
延
し
た
り
、
お
金
を
請
求
し
た
り
し
て
、
は
っ
き
り
と
判
明
し
な

い
こ
と
も
あ
る
。
善
良
な
官
吏
が
派
遣
さ
れ
た
ら
、
貧
富
に
関
わ
ら
ず
明
白
に
事
件

を
処
理
し
、
お
金
を
取
ろ
う
と
し
な
い
か
ら
、
訴
訟
が
あ
れ
ば
善
良
な
官
吏
を
指
名

て
完
結
し
た
。
庶
民
に
は
審
判
の
是
非
を
訴
え
る
と
こ
ろ
が
無
く
な
り
、
冤
罪
を
訴

え
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。

第
十
五
章
人
民
訴
訟
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し
て
、
派
遣
員
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
事
件
の
処
理
を
任
せ
る
。

緊
急
か
つ
重
要
な
案
件
が
あ
る
場
合
は
、
参
領
が
代
理
で
上
訴
書
を
印
務
所
に
送

り
、
処
理
に
関
す
る
指
示
を
行
う
。
或
い
は
旗
務
所
で
会
合
の
あ
る
日
に
訴
訟
の
双

方
を
呼
ん
で
、
旗
務
所
で
処
理
を
す
る
。
会
合
を
す
る
時
、
担
当
の
堂
官
の
前
で
名

前
を
読
み
あ
げ
逐
一
報
告
し
て
か
ら
、
協
理
、
協
領
、
梅
倫
、
参
領
が
事
情
を
調
べ

て
、
処
罰
の
軽
重
を
決
め
る
。
そ
の
後
該
当
の
参
領
に
申
し
渡
し
、
部
落
に
持
ち
帰

る
。
参
領
は
処
罰
を
一
一
一
一
口
い
渡
し
、
罰
に
よ
っ
て
は
家
畜
を
全
て
公
の
も
の
と
す
る
。

民
間
で
訴
訟
を
起
こ
し
て
家
畜
な
ど
の
処
罰
を
受
け
た
ら
ｙ
定
例
に
よ
り
処
罰
さ
れ

た
物
の
三
分
は
旗
主
の
倉
庫
に
入
れ
ら
れ
、
残
り
の
七
分
は
旗
務
所
の
倉
庫
に
入
れ

る
。
ど
ん
な
財
貨
で
も
、
三
分
は
旗
主
に
、
七
分
は
公
費
と
し
て
費
や
さ
れ
る
。
年

に
春
と
冬
の
両
季
節
に
は
公
署
に
用
い
る
出
費
を
精
算
し
、
も
し
費
用
が
足
り
な
い

場
合
に
は
、
旗
主
の
倉
庫
か
ら
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
旗
主
の
家
に
紅
白

の
祝
い
事
が
あ
れ
ば
、
旗
務
公
所
の
倉
庫
か
ら
定
額
に
応
じ
て
物
を
出
す
。
し
か
し

旗
主
の
私
的
事
情
と
公
の
旗
務
の
事
情
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
処
理
す
る
。
故
に
旗

に
属
す
る
各
部
落
の
者
が
訴
訟
を
起
こ
し
て
も
、
本
旗
の
衙
門
内
で
完
結
し
た
場
合

は
、
家
畜
或
い
は
財
産
を
処
罰
と
し
て
納
め
る
場
合
は
、
ま
た
別
の
規
則
を
考
慮
し

て
処
理
す
る
。
も
し
強
盗
或
い
は
人
命
に
関
わ
る
案
件
で
あ
れ
ば
、
処
罰
に
よ
る
物

は
全
て
旗
務
の
倉
庫
に
入
り
、
旗
主
の
倉
庫
に
は
入
ら
な
い
。
旗
主
も
こ
の
よ
う
に

案
件
を
問
わ
ず
、
全
て
旗
務
の
処
理
に
任
せ
る
。

蒙
古
で
は
民
間
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
参
領
が
主
要
な
担
当
者
で
、
｜
部
始
終
全
て

参
領
が
処
理
し
た
後
、
上
級
の
衙
門
官
吏
に
報
告
す
る
。
案
件
が
完
結
出
来
な
い
場

合
も
、
参
領
が
押
印
し
て
終
え
る
。
蒙
古
の
風
俗
で
は
参
領
は
県
の
長
に
相
当
し
、

六
百
六
十
世
帯
を
管
理
す
る
か
ら
、
管
轄
の
地
域
内
で
は
相
当
な
権
力
を
持
つ
。
蒙

古
内
で
は
参
領
の
職
が
重
要
な
職
で
あ
り
、
訴
訟
事
は
ま
ず
参
領
に
報
告
し
て
か
ら

処
理
す
る
の
が
訴
訟
の
規
則
で
あ
る
。

古
来
よ
り
蒙
古
の
日
常
の
規
則
に
、
部
落
民
の
つ
き
あ
い
に
お
い
て
年
長
者
を
最

も
尊
敬
す
る
こ
と
が
あ
る
。
家
庭
内
で
の
規
則
と
し
て
は
、
息
子
の
嫁
は
鼠
と
姑
の

そ
ば
に
座
る
こ
と
が
で
き
ず
、
弟
の
妻
も
兄
の
前
に
座
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
年
を

と
っ
て
も
嫁
た
ち
は
年
上
の
兄
弟
の
そ
ば
に
座
る
事
は
で
き
ず
、
婦
人
は
年
上
の
兄

弟
や
叔
父
を
見
た
ら
、
必
ず
起
立
す
る
の
が
礼
儀
で
あ
る
。
婦
人
は
出
産
を
し
て
か

ら
始
め
て
舅
と
姑
の
そ
ば
に
座
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
子
供
を
産
む
前
の
婦
人
は
夫

の
兄
と
父
親
の
そ
ば
に
座
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
礼
儀
を
重
ん
じ
る
家
庭
は
こ
の
通

り
で
あ
る
。
ま
た
男
が
嫁
を
要
っ
て
か
ら
、
敢
え
て
父
母
の
そ
ば
に
座
る
こ
と
は
せ

ず
、
父
母
が
命
じ
た
ら
座
る
が
、
座
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
座
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
女
性
は
妻
に
な
る
と
家
事
と
客
を
迎
え
る
時
の
礼
儀
や
、
挨
拶
の
仕
方
、
煙
草

の
進
め
方
、
お
茶
の
出
し
方
、
送
迎
の
際
の
礼
の
尽
く
し
方
な
ど
を
習
い
、
朝
晩
に

舅
と
姑
を
敬
い
世
話
を
し
、
孝
を
尽
く
し
て
家
事
に
専
念
す
る
。

訪
問
客
が
鞭
縄
な
ど
を
持
っ
た
ま
ま
家
に
入
る
な
ど
、
こ
の
種
の
こ
と
は
最
も
禁

止
さ
れ
る
。
ま
た
如
何
な
る
人
で
あ
っ
て
も
部
屋
に
入
っ
た
ら
自
ら
進
ん
で
右
の
座

席
に
座
っ
て
は
な
ら
な
い
。
家
の
主
人
が
座
を
勧
め
て
か
ら
、
客
は
右
の
座
席
に
座

る
。
客
と
一
緒
に
お
茶
や
酒
を
飲
む
時
、
ま
ず
自
分
の
家
の
主
人
を
敬
い
一
杯
を
注

ぎ
、
そ
れ
に
次
い
で
客
に
注
ぐ
が
、
主
人
の
方
は
客
が
先
に
飲
む
よ
う
に
勧
め
て
、

そ
れ
か
ら
自
分
も
飲
む
。
こ
れ
が
礼
儀
で
あ
る
。
ま
た
夜
間
に
来
る
客
に
は
、
家
人

が
燈
火
を
持
ち
外
で
出
迎
え
、
路
上
の
邪
悪
な
魔
物
が
付
い
て
入
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
、
火
で
身
を
清
め
る
。
ま
た
出
産
の
時
に
は
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た
ら
門
扉
に
弓

矢
を
掛
け
、
そ
れ
に
赤
い
布
を
付
け
る
。
し
か
し
女
の
子
で
あ
っ
た
り
病
気
で
あ
っ

た
り
し
た
ら
た
だ
赤
い
布
だ
け
を
付
け
る
。
そ
し
て
火
の
神
を
祀
る
時
に
は
、
家
か

ら
物
を
貸
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
こ
の
日
に
は
厳
し
い
禁
忌
が
あ
る
。

蒙
古
内
を
歩
く
時
、
郭
博
を
見
た
ら
拝
礼
し
、
役
所
の
前
で
は
馬
か
ら
下
り
、
歩
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い
て
通
る
。
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
で
役
所
の
前
を
通
過
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
路
上
で
目
上
の
人
に
会
っ
て
も
馬
か
ら
下
り
て
挨
拶
し
、
も
し
長
に
会
っ
た
時

は
道
端
に
避
け
、
馬
か
ら
下
り
て
身
を
伏
せ
、
長
が
通
過
し
て
か
ら
起
立
し
、
出
発

す
る
。
軍
人
が
人
の
家
に
入
る
場
合
は
、
刀
の
柄
を
部
屋
の
右
後
方
に
向
け
、
手
で

鞘
を
握
っ
て
入
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
軍
人
が
人
の
家
に
入
る
の
に
は
一
定

の
規
則
が
あ
る
。
親
友
な
ど
が
行
き
来
す
る
時
、
家
の
番
を
す
る
犬
が
噛
み
つ
い
て

き
て
も
、
何
ら
書
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
犬
を
殴
っ
た
ら
、
家
の
主
人
は

非
常
に
怒
り
、
犬
を
殴
る
こ
と
は
主
人
を
虐
め
る
こ
と
と
同
じ
と
考
え
る
。
蒙
古
人

は
非
常
に
自
分
の
犬
を
愛
し
、
家
の
蕃
備
や
狩
猟
に
使
い
、
そ
れ
は
男
女
と
も
皆
同

じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
旧
い
習
慣
が
あ
る
た
め
、
犬
を
殴
っ
て
は
い
け
な
い
し
、

中
に
は
家
で
犬
を
数
十
匹
飼
う
こ
と
も
あ
り
、
富
の
あ
る
家
で
は
犬
を
十
数
匹
を
飼
っ

て
羊
の
警
備
な
ど
に
当
て
る
。
蒙
古
人
は
非
常
に
犬
を
重
視
す
る
。

普
段
、
蒙
古
人
は
縁
起
の
い
い
吉
祥
な
話
を
言
う
こ
と
を
好
む
。
人
が
引
っ
越
し

す
る
時
は
、
必
ず
人
も
家
畜
も
平
安
隆
盛
な
こ
と
を
言
い
、
そ
れ
を
家
主
も
聞
い
て

喜
び
、
ま
た
大
声
で
貴
方
の
言
う
通
り
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
る
と
応
じ
て
、
互
い
に

礼
を
す
る
。
た
と
え
ば
婦
人
が
牛
の
乳
を
搾
る
の
を
見
た
時
は
、
乳
が
泉
の
よ
う
に

湧
く
よ
う
に
な
ど
と
言
い
、
様
々
な
場
面
で
縁
起
の
い
い
事
を
言
う
の
は
、
礼
儀
の

分
か
る
人
で
あ
る
。
ま
た
若
い
夫
婦
が
嫁
方
の
村
で
親
戚
廻
り
を
す
る
時
、
村
の
外

で
車
や
馬
か
ら
降
り
て
、
歩
い
て
村
に
入
る
の
は
規
則
で
あ
る
。
年
を
取
っ
て
か
ら

初
め
て
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
村
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
年
長
者
を
尊

敬
す
る
規
則
は
非
常
に
厳
し
い
わ
け
で
あ
る
。
若
い
夫
婦
な
ど
は
自
分
の
村
の
出
入

り
で
あ
っ
て
も
、
馬
車
や
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
で
は
い
け
な
い
の
で
、
必
ず
村
の
外
で

降
り
る
。
そ
し
て
遠
出
を
す
る
長
い
旅
に
出
か
け
る
場
合
に
は
、
ま
ず
先
祖
の
墓
が

あ
る
方
向
に
向
い
て
参
拝
の
礼
を
済
ま
せ
て
か
ら
出
発
す
る
。
男
女
と
も
時
間
に
関

わ
ら
ず
、
旅
に
出
か
け
る
前
に
ま
ず
先
祖
の
墓
の
あ
る
方
向
に
叩
拝
を
す
る
が
、
上

等
階
級
の
人
は
、
最
も
こ
の
礼
儀
を
守
る
。

最
も
古
い
時
代
以
来
、
蒙
古
人
の
各
部
落
で
の
家
庭
教
育
は
、
男
女
を
分
け
て
行

わ
れ
た
。
子
供
が
幼
い
時
、
両
親
は
男
子
に
は
ま
ず
股
初
に
馬
術
と
弓
矢
を
教
え
、

方
位
の
識
別
や
家
の
建
て
方
な
ど
を
習
わ
せ
る
。
女
子
に
は
裁
縫
や
縫
製
な
ど
衣
服

の
作
り
方
や
花
な
ど
の
刺
繍
を
教
え
る
。
男
女
と
も
幼
童
で
あ
る
八
歳
か
ら
親
の
教

育
を
受
け
始
め
、
す
べ
て
物
を
取
る
の
に
右
の
手
を
用
い
る
よ
う
に
す
る
、
。
物
を

造
作
す
る
時
に
は
男
子
に
は
ま
ず
弓
矢
を
作
ら
せ
、
十
歩
離
れ
た
距
離
を
基
準
と
し

練
習
さ
せ
る
。
十
三
歳
に
な
る
と
、
父
兄
に
連
れ
ら
れ
狩
猟
に
行
き
、
馬
術
な
ど
を

練
習
す
る
。
十
八
歳
に
な
る
と
百
歩
ほ
ど
離
れ
た
距
離
に
あ
る
的
に
、
弓
矢
を
当
て

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
強
い
男
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
男
子
は
十
八
歳
に
な
れ

ば
弓
を
引
く
こ
と
を
鍛
練
し
て
、
そ
れ
を
力
の
基
準
と
す
る
。
一
つ
の
弓
力
が
十
六

斤
も
あ
る
が
、
弓
力
は
一
力
弓
、
二
力
弓
、
四
力
弓
、
八
力
弓
か
ら
二
十
四
力
弓
ま

で
の
強
度
が
あ
る
。
普
通
、
四
力
弓
を
引
く
武
力
が
備
わ
れ
ば
合
格
と
さ
れ
る
。
各

部
落
の
首
領
や
年
長
者
は
春
と
秋
に
郭
博
で
定
期
的
に
会
合
し
、
各
部
落
の
青
年
の

馬
術
と
弓
矢
の
力
を
披
露
さ
せ
る
。
中
等
以
上
の
家
が
会
費
を
分
担
し
、
牛
・
馬
・

羊
の
三
等
の
賞
品
を
準
備
す
る
。
一
番
強
い
人
は
一
等
賞
の
馬
を
獲
得
で
き
る
か
ら
、

青
年
は
た
く
さ
ん
集
ま
る
。
弓
矢
の
う
ま
い
年
長
者
は
少
年
た
ち
を
教
え
る
が
、
謝

礼
な
ど
は
考
え
な
い
。
中
に
は
練
習
好
き
の
少
年
が
弟
子
入
り
を
し
て
、
酒
や
羊
馬

な
ど
を
礼
と
し
て
先
生
に
贈
る
。

家
庭
内
で
女
子
を
教
育
す
る
の
は
幼
い
時
か
ら
始
ま
る
。
姉
や
母
親
か
ら
裁
縫
と

玩
具
の
作
り
方
や
刺
繍
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
十
一
、
十
二
歳
に
な
れ
ば
姉
と
母

親
が
随
時
女
子
が
作
っ
た
玩
具
を
見
て
、
そ
の
成
長
の
様
子
と
技
簸
が
分
か
る
。
こ

の
よ
う
に
勉
強
さ
せ
る
と
、
十
六
、
十
七
歳
に
な
れ
ば
、
自
分
の
服
と
靴
な
ど
が
作

れ
る
よ
う
に
な
る
。

家
で
は
子
供
の
幼
児
期
に
、
父
母
が
数
え
方
を
教
え
、
五
色
の
分
別
、
星
や
月
の
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運
行
に
よ
る
天
干
地
支
、
十
二
の
時
間
、
寒
暑
の
循
環
な
ど
を
教
え
、
天
地
を
崇
拝

し
、
長
寿
を
敬
い
父
母
を
尊
敬
す
る
な
ど
の
道
理
を
言
い
聞
か
せ
る
。
こ
れ
は
ど
の

家
で
も
同
じ
で
あ
る
。
女
子
が
十
七
歳
に
な
る
と
、
親
は
家
で
の
行
動
の
規
則
を
教

え
、
家
の
出
入
り
の
仕
方
や
座
り
方
か
ら
、
話
し
方
な
ど
を
教
え
、
起
居
が
端
正
で
、

行
動
が
安
穏
な
子
を
喜
び
、
客
と
の
挨
拶
な
ど
も
よ
く
勉
強
す
る
。
昔
か
ら
家
の
様
々

な
規
則
を
女
子
に
教
え
、
男
子
よ
り
倍
以
上
厳
し
く
、
女
子
に
家
庭
の
規
範
を
求
め
、

見
識
の
あ
る
女
子
を
好
む
。
女
子
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
家
庭
教
育
を
失
っ
て
は
い
け
な

い
。
女
子
が
賢
良
者
な
ら
ば
、
そ
の
家
庭
は
必
ず
良
く
な
る
か
ら
、
各
家
で
は
女
子

が
十
七
歳
に
な
る
と
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
が
で
き
、
茶
と
食
事
が
う
ま
く
作
れ

る
子
を
合
格
と
見
る
。
男
子
は
十
八
歳
に
な
っ
て
四
弓
を
引
っ
張
る
こ
と
が
で
き
、

馬
群
の
中
で
自
在
に
馬
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
、
馬
術
が
上
手
で
、
狩
猟
も
で
き
、

軍
人
の
候
補
者
と
し
て
適
切
な
子
は
男
子
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

蒙
古
で
は
こ
の
よ
う
な
家
庭
教
育
を
行
っ
て
い
た
が
、
元
朝
時
代
の
浩
伯
来
車
臣

季
の
時
、
仏
教
を
広
め
る
た
め
、
西
藏
か
ら
伯
克
巴
鋼
嘱
を
招
聰
し
て
、
蒙
古
文
に

佛
説
善
言
経
を
訳
し
、
人
々
が
蒙
古
文
の
経
典
を
読
み
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
家
庭
教
育
で
佛
説
善
言
経
を
習
う
こ
と
が
増
え
た
。
佛
説
に
よ
る
と
、
人
間

が
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
、
貧
愛
七
情
六
欲
が
あ
り
、
善
悪
が
循
環
す
る
と
あ
る
。
そ

の
後
佛
教
の
典
籍
を
写
し
、
各
部
落
に
送
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
蒙
古
家
庭
の
規

範
も
変
わ
っ
た
。
家
に
は
佛
像
を
安
置
し
、
佛
教
の
経
典
を
調
え
、
徐
々
に
そ
れ
が

定
着
し
て
い
っ
た
。
元
の
時
代
か
ら
蒙
古
文
に
訳
出
さ
れ
た
西
藏
文
と
漢
文
の
経
典

書
籍
が
あ
り
、
以
来
蒙
古
人
に
も
そ
れ
を
勉
強
す
る
人
が
現
れ
た
。
そ
し
て
学
問
が

広
が
り
、
そ
し
て
幾
年
か
の
間
に
蒙
古
全
域
で
経
典
を
論
む
こ
と
が
流
行
っ
て
き
た
。

そ
れ
よ
り
先
ず
蒙
古
に
は
文
字
が
な
か
っ
た
が
、
元
の
浩
伯
来
竿
が
蒙
古
文
の
典
籍

を
欽
定
し
、
そ
れ
ら
が
保
存
さ
れ
蒙
古
同
胞
が
そ
れ
を
使
用
し
て
き
た
。

元
朝
以
後
、
明
朝
の
時
代
に
至
り
、
蒙
古
は
長
城
の
北
ま
で
撤
退
し
、
明
朝
と
敵

対
し
て
境
界
線
を
守
り
、
家
庭
の
し
き
た
り
も
守
ら
れ
て
き
た
が
、
清
朝
の
時
代
に

な
る
と
、
各
部
落
は
全
て
清
朝
に
帰
順
し
て
、
蒙
古
の
家
庭
教
育
は
改
変
し
、
風
化

し
て
い
っ
た
。
清
朝
は
猶
も
佛
教
の
寺
廟
を
建
造
し
、
蒙
古
人
の
噺
噺
教
信
者
の
使

用
に
供
し
た
。
沈
陽
と
北
京
、
五
台
山
、
熱
河
な
ど
に
あ
る
卿
嚇
廟
で
、
経
典
を
読

経
す
る
者
は
皆
蒙
古
人
子
弟
で
、
蒙
古
の
家
庭
教
育
は
さ
ら
に
改
変
し
、
佛
説
を
中

心
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
蒙
古
は
清
朝
に
帰
順
し
て
か
ら
、
男
子
を
従
軍
さ
せ
る

規
定
が
あ
る
が
、
文
人
を
徴
用
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
。
各
旗
に
は
旗
務
衙
門
が
決

め
た
規
定
は
あ
る
が
、
文
官
は
僅
か
二
名
し
か
な
く
、
昇
進
は
筆
帖
式
に
よ
り
協
領

及
び
章
京
ま
で
で
あ
る
。
旗
の
管
轄
地
が
広
い
旗
で
は
、
印
務
所
で
文
官
筆
帖
式
に

よ
る
三
十
二
名
の
規
定
が
あ
る
が
、
管
轄
地
の
小
さ
い
旗
で
は
筆
帖
式
は
十
名
か
、

八
名
く
ら
い
で
あ
り
、
文
字
に
関
わ
る
仕
事
は
最
も
少
な
い
し
、
蒙
古
の
文
学
は
使

う
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
家
庭
教
育
で
は
文
字
教
育
を
重
ん
じ
る
こ
と

は
な
く
、
書
籍
を
習
う
こ
と
が
好
き
な
人
は
自
ら
願
い
出
て
西
藏
文
や
漢
文
の
各
種

書
籍
を
蒙
古
文
に
書
写
し
本
に
仕
立
て
、
勉
強
好
き
な
人
が
互
い
の
遊
び
事
に
し
た
。

本
の
意
味
を
解
し
て
楽
し
む
人
も
い
る
し
、
知
識
を
増
や
す
た
め
に
本
を
訳
す
人
も

い
る
。
み
な
自
ら
志
願
し
て
蒙
古
文
書
籍
を
写
し
た
の
で
、
義
務
と
は
言
わ
な
い
。

蒙
古
文
字
を
教
え
る
学
者
た
ち
も
皆
そ
れ
を
深
く
は
研
究
せ
ず
、
普
通
に
使
え
る

程
度
で
合
格
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
蒙
古
青
年
子
弟
が
文
字
学
習
に
あ
ま
り
力
を
入

れ
ず
、
文
学
の
理
論
に
も
無
関
心
で
あ
っ
た
。
た
だ
佛
教
の
説
を
ひ
た
す
ら
信
じ
て
、

人
間
に
は
三
世
の
因
縁
が
あ
り
、
す
べ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

世
界
は
空
で
あ
る
と
信
じ
る
。
蒙
古
人
は
佛
教
を
無
上
の
教
え
と
し
、
一
家
に
兄
弟

が
多
く
い
た
ら
、
幾
人
か
は
出
家
し
て
嗽
臓
廟
に
住
み
、
佛
教
の
経
典
を
学
習
し
、

そ
れ
以
外
の
学
問
に
触
れ
な
い
。
蒙
古
で
剛
噺
教
が
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
時
、
各
旋

で
は
皆
数
十
ヶ
所
の
噺
嘱
廟
が
あ
っ
た
。
家
庭
内
の
教
育
も
こ
の
よ
う
な
中
に
お
い

て
改
変
し
、
経
を
論
む
こ
と
が
流
行
り
、
家
で
は
子
供
が
佛
を
拝
み
、
経
を
調
む
こ

と
を
教
え
る
が
、
昔
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
か
っ
た
。
昔
の
家
庭
教
育
は
皆
慎
重

で
、
男
女
の
資
格
を
重
視
し
て
、
豪
傑
で
あ
る
名
誉
を
大
事
に
し
、
善
道
の
あ
り
方
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辻：羅布桑却丹著「蒙古風俗録」（三）
を
説
い
た
。
ま
た
子
供
が
幼
い
時
に
三
代
の
祖
父
の
名
を
教
え
て
、
い
つ
ま
で
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
も
し
女
子
が
嫁
い
だ
先
で
、
夫
と
義
理
の
両
親
に
同
じ
よ
う

な
名
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
呼
ん
で
は
な
ら
な
い
し
、
嫁
は
夫
の
家
の
年
長
者
と
三
代

の
祖
先
の
名
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
女
子
は
妻
と
な
っ
た
ら
、
同
じ
名

前
の
夫
の
名
前
を
呼
ん
で
は
い
け
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
年
長
者
を
尊
敬
す
る
事
も
膜

け
す
る
。
勿
論
何
族
の
者
で
も
、
自
分
よ
り
十
三
歳
以
上
の
者
は
叔
父
と
呼
び
、
十

二
歳
上
な
ら
兄
輩
と
呼
ぶ
。
男
女
と
も
こ
の
礼
儀
を
大
事
に
守
り
、
謹
ん
で
年
長
者

と
つ
き
合
う
。
蒙
古
で
は
同
胞
と
人
倫
の
礼
を
最
も
大
事
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

清
の
時
代
に
な
る
と
、
徐
々
に
昔
の
家
庭
教
育
を
失
い
、
男
子
が
学
ん
だ
弓
矢
や

馬
術
、
武
芸
、
女
子
が
学
ん
だ
家
事
や
手
仕
事
、
裁
縫
な
ど
の
技
術
も
衰
え
た
。
そ

の
上
に
清
朝
は
蒙
古
人
が
漢
籍
を
読
ん
で
、
国
の
試
験
に
参
加
し
て
、
官
吏
に
な
る

こ
と
を
禁
止
し
て
、
官
吏
の
昇
進
と
任
用
は
す
べ
て
本
旗
内
で
行
っ
た
。
旗
主
も
世

襲
制
で
あ
り
熱
心
で
な
い
た
め
、
蒙
古
人
の
学
者
の
範
囲
は
と
て
も
小
さ
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
た
だ
兄
弟
の
多
い
家
で
は
二
人
く
ら
い
を
家
に
残
し
て
家
を
継
が
せ
る

が
、
ほ
か
は
皆
噺
噺
廟
に
住
み
、
出
家
さ
せ
る
。
そ
れ
が
原
因
で
蒙
古
の
家
庭
教
育

は
失
敗
し
て
、
佛
教
を
信
仰
す
る
家
を
善
門
と
し
た
た
め
、
人
々
の
知
識
の
水
準
が

下
落
し
た
。
以
来
産
業
は
弱
く
て
、
家
畜
も
天
然
飼
育
が
不
振
で
、
生
計
が
窮
屈
に

な
っ
た
の
は
、
す
べ
か
ら
く
昔
の
家
庭
教
育
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

現
在
の
状
況
を
見
れ
ば
、
女
子
に
だ
け
旧
来
の
教
育
の
流
れ
で
手
仕
事
の
技
術
が

ま
だ
失
わ
れ
ず
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
服
や
靴
等
を
作
っ
て
、
倦
怠
も
表
さ
ず
に
力
を

尽
く
し
、
家
庭
の
ほ
と
ん
ど
の
事
を
処
理
し
て
い
る
。
し
か
し
男
子
は
家
庭
教
育
を

よ
く
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
非
常
に
乱
雑
で
次
第
に
衰
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
漢
文

を
習
う
者
も
い
る
し
、
蒙
古
文
を
習
う
者
も
い
る
が
、
い
ず
れ
も
深
く
分
か
ら
ず
使

う
所
も
な
い
。
西
蔵
文
を
習
っ
た
者
は
皆
ひ
た
す
ら
嗽
嚇
僧
と
な
っ
て
、
廟
に
住
み

経
を
論
む
の
を
任
務
と
し
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
今
の
家
庭
教
育
に

は
新
旧
が
全
く
な
く
、
女
子
だ
け
が
服
や
靴
作
り
を
習
っ
て
い
る
。
民
国
に
至
っ
て

蒙
古
で
は
古
来
、
曠
野
は
荒
れ
地
で
耕
田
が
な
か
っ
た
。
た
だ
、
万
里
の
長
城
に

近
い
所
に
少
し
耕
地
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
元
朝
よ
り
耕
地
を
開
墾
し
始
め
、
嘉

峪
関
外
か
ら
張
家
口
外
ま
で
の
察
吟
爾
南
部
地
方
で
耕
作
が
行
わ
れ
、
蕎
麦
や
小
豆
、

胡
麻
な
ど
の
糧
を
植
え
た
。
古
北
口
か
ら
山
海
関
の
外
、
現
在
の
卓
索
図
喀
卿
沁
南

部
、
長
城
よ
り
二
三
百
里
離
れ
た
所
は
地
勢
が
良
く
、
土
も
肥
沃
で
四
季
が
温
暖
で
、

定
ま
っ
た
節
気
も
あ
る
。
産
物
に
は
五
穀
雑
穀
と
も
に
揃
い
、
ま
た
そ
の
他
に
煙
草

と
綿
花
、
黒
胡
麻
と
白
胡
麻
、
杏
、
梨
、
桃
な
ど
の
果
物
も
産
出
す
る
。
た
だ
水
田

が
な
い
た
め
、
梗
米
が
作
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
蒙
古
で
は
専
ら
牛
・
馬
・
羊
の

毛
皮
を
産
出
す
る
。
良
い
馬
は
東
西
烏
珠
穆
爾
沁
旗
地
方
よ
り
産
出
し
、
肥
え
た
羊

は
東
西
蘇
尼
特
旗
察
恰
爾
八
旗
な
ど
で
産
出
す
る
。
最
良
の
牛
は
東
西
巴
林
王
旗
、

東
西
札
魯
特
旗
が
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
以
上
の
地
方
以
外
に
、
牛
や
馬
、
羊

の
毛
皮
は
皆
普
通
に
産
出
さ
れ
る
。
蒙
古
で
は
野
獣
も
甚
だ
多
い
・
黄
羊
と
い
う
野

原
で
生
殖
し
、
良
く
群
を
な
し
て
動
き
、
時
々
二
三
千
匹
の
群
に
な
る
も
の
。
こ
の

他
に
、
狼
・
狐
・
狸
・
鶏
な
ど
が
多
い
。
蒙
古
各
地
に
こ
の
よ
う
な
野
獣
は
多
い
が
、

囲
場
木
欄
山
に
は
虎
や
豹
、
野
猪
、
大
鹿
、
黒
熊
な
ど
が
い
る
。
清
の
康
煕
年
間
に

は
、
喀
卿
沁
右
翼
貝
勒
の
首
領
が
赦
漢
旗
、
翁
牛
特
旗
、
察
吟
爾
八
旗
の
長
と
会
合

し
て
、
木
欄
山
を
康
煕
帝
の
狩
猟
地
と
し
て
献
上
し
、
熱
河
の
管
轄
地
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
こ
の
山
は
御
囲
場
山
と
呼
ば
れ
た
。
周
囲
五
百
里
の
地
域
で
は
昔
蒙
古
人

が
狩
猟
し
、
非
常
に
利
益
を
得
た
が
、
皇
帝
に
進
貢
し
て
か
ら
狩
猟
は
禁
止
さ
れ
た
。

囲
場
長
一
名
を
置
き
、
看
守
を
数
名
安
置
す
る
。
こ
の
役
に
当
た
る
の
は
全
員
蒙
古

か
ら
は
、
男
子
は
信
じ
て
き
た
佛
教
、
卿
廠
教
が
不
振
と
な
り
衰
退
し
た
た
め
、
蒙

古
の
家
庭
教
育
は
崩
壊
の
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
十
八
章
各
種
産
物
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人
で
あ
る
。
こ
の
山
に
近
い
旗
は
定
期
的
に
順
番
で
山
の
警
備
に
当
た
る
。

乾
隆
年
間
に
は
、
蒙
古
で
は
耕
地
を
開
墾
す
る
た
め
、
漢
人
を
招
い
て
喀
嗽
沁
八

溝
庁
か
ら
開
墾
を
始
め
た
。
し
か
し
年
来
移
住
し
て
く
る
漢
人
が
増
え
た
た
め
、
八

溝
庁
を
平
泉
州
建
昌
県
に
改
め
て
設
立
し
た
。
ま
た
喀
嗽
沁
左
右
地
方
を
朝
陽
県
に
、

卓
索
図
土
黙
特
旗
地
方
を
赤
峰
県
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
た
。
東
西
翁
牛
特
地
方
ま
た

は
長
城
以
北
に
、
明
末
か
ら
情
朝
初
め
に
か
け
て
境
界
線
が
あ
り
、
西
峰
口
か
ら
吉

林
の
境
ま
で
境
界
線
を
ひ
き
、
蒙
古
と
漢
、
満
洲
の
境
界
に
し
た
。
そ
の
た
め
沈
陽

の
北
に
法
庫
辺
門
を
設
け
、
こ
の
門
は
科
爾
沁
右
翼
前
旗
と
、
賓
図
王
博
王
旗
、
達

深
三
王
旗
の
境
界
に
あ
た
る
。
法
庫
門
東
昌
図
庁
は
博
王
旗
に
あ
り
、
長
春
庁
は
郭

爾
羅
斯
前
旗
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
地
の
州
と
庁
、
県
は
、
全
て
清
の
康
煕
年
間

に
作
ら
れ
、
開
墾
が
始
ま
っ
た
。
後
に
清
の
光
緒
十
七
年
、
哲
里
木
盟
達
爾
寧
王
旗
・

図
什
業
図
王
旗
・
札
薩
克
図
王
旗
に
も
開
墾
地
が
あ
っ
た
。
以
来
蒙
古
の
各
地
に
野

菜
や
高
梁
、
豆
な
ど
の
食
糧
が
あ
り
、
蒙
古
人
の
耕
作
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。
昔
、

蒙
古
は
盛
ん
に
放
牧
を
し
、
耕
作
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
な
ぜ
か
耕
作
を
始
め
て
か

ら
、
放
牧
の
方
は
年
々
減
産
し
て
、
弊
倒
す
る
牛
馬
羊
が
甚
だ
多
い
・
開
墾
さ
れ
た

所
で
は
必
ず
放
牧
が
衰
え
る
。
開
墾
さ
れ
る
以
前
の
蒙
古
で
は
、
野
生
の
牛
や
馬
が

野
原
に
群
を
な
し
て
移
動
し
、
ほ
か
の
野
獣
も
多
く
て
、
そ
の
名
も
分
か
ら
な
い
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
毎
年
冬
に
狩
猟
を
し
て
得
た
野
獣
の
毛
皮
を
売
り
に
出
し
、
収
入
が

多
か
っ
た
。
熱
河
木
欄
山
か
ら
真
っ
直
ぐ
の
興
安
嶺
東
北
、
西
南
方
面
ま
で
の
地
域

は
、
野
獣
も
多
く
各
種
の
樹
木
が
茂
り
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
家
畜
の
体
格
が
肥
大
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
こ
の
一
円
の
生
活
は
豊
か
で
、
山
野
に
草
木
が
茂
り
水
も
豊
富
で
、

四
季
の
風
雨
も
平
穏
で
、
人
口
は
少
な
い
が
、
国
を
守
護
す
る
兵
隊
四
十
万
人
が
い

た
。
各
部
落
は
逐
次
移
住
し
て
、
草
の
豊
富
な
所
へ
移
り
不
便
は
な
か
っ
た
。
天
然

の
利
を
得
て
、
放
牧
で
生
計
を
た
て
、
産
物
も
豊
富
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
蒙
古
地

方
は
古
代
か
ら
牛
や
馬
、
羊
な
ど
の
産
物
が
多
く
、
放
牧
を
産
業
と
し
、
別
な
産
業

が
な
か
っ
た
。

南
は
長
城
に
近
い
五
穀
雑
穀
の
産
地
に
、
北
は
興
安
嶺
一
帯
か
ら
大
庫
倫
ま
で
で

は
松
、
柏
、
楡
、
樺
、
楊
、
柳
な
ど
の
樹
木
が
森
林
を
な
し
た
。
東
西
に
広
が
る
野

原
に
は
短
い
柳
の
木
や
草
が
茂
り
、
非
常
に
放
牧
に
適
し
て
い
た
。
ま
た
各
地
の
山

河
で
は
金
鉱
や
石
炭
鉱
が
多
か
っ
た
。
ま
た
蒙
古
各
地
に
ア
ル
カ
リ
性
の
土
が
あ
り
、

春
と
秋
に
そ
の
土
が
膨
ら
ん
で
雪
の
よ
う
に
地
面
を
覆
う
。
蒙
古
人
は
ア
ル
カ
リ
性

土
の
用
途
が
分
か
ら
ず
、
漢
人
に
安
い
値
段
で
買
い
取
ら
れ
、
或
い
は
布
や
お
茶
と

交
換
し
た
。
蒙
古
人
は
昔
か
ら
馬
術
と
弓
矢
に
専
念
し
て
、
苦
労
し
て
商
売
を
す
る

こ
と
は
し
な
か
っ
た
か
ら
、
変
化
に
よ
り
利
を
得
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
天
然

放
牧
以
外
に
頼
り
に
な
る
産
業
が
な
く
、
様
々
な
産
物
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
利
益
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

た
だ
一
つ
、
西
烏
珠
穆
沁
に
あ
る
大
き
な
池
か
ら
、
蒙
古
人
が
使
う
食
用
塩
が
取

れ
た
。
古
代
か
ら
こ
の
塩
に
関
す
る
権
利
が
大
事
に
管
理
さ
れ
た
。
毎
年
の
春
と
秋

に
、
塩
が
自
然
に
発
生
し
て
数
尺
の
厚
さ
に
な
り
、
そ
れ
を
使
用
に
当
て
た
。
こ
の

池
は
生
き
た
宝
物
で
あ
る
。

明
朝
の
時
代
に
蒙
古
が
長
城
を
統
括
し
て
、
国
を
維
持
し
て
い
る
時
に
、
西
烏
珠

穆
沁
の
池
か
ら
の
食
用
塩
を
使
用
し
、
そ
の
他
外
か
ら
蒙
古
領
内
に
は
い
る
食
塩
を

禁
止
し
た
。
し
か
し
楕
朝
以
来
、
蒙
古
は
徐
々
に
権
力
を
失
い
、
商
売
人
は
外
か
ら

海
塩
を
運
ん
で
き
て
、
蒙
古
南
部
で
販
売
す
る
た
め
に
、
蒙
古
が
産
出
す
る
塩
は
南

部
で
売
れ
な
く
な
っ
た
。
海
塩
は
徐
々
に
蒙
古
各
地
に
進
入
し
て
、
東
部
蒙
古
も
本

地
塩
を
使
用
せ
ず
に
、
海
塩
ば
か
り
使
っ
た
。

卓
素
図
喀
噺
沁
南
部
建
昌
県
と
朝
陽
県
等
の
地
方
は
、
綿
花
と
美
味
し
い
桃
、
梨
、

白
胡
麻
、
上
等
な
穀
物
、
高
梁
の
産
地
で
あ
っ
た
。
哲
里
木
盟
南
部
か
ら
沈
陽
吉
林

の
境
辺
り
は
黒
胡
麻
と
白
胡
麻
、
麻
、
高
梁
、
豆
な
ど
の
産
出
も
多
か
っ
た
。
東
西

烏
珠
穆
沁
は
専
ら
毛
皮
と
良
い
馬
の
産
地
で
あ
り
、
古
代
か
ら
有
名
で
あ
る
。
察
吟

爾
八
旗
地
方
及
び
東
西
蘇
尼
特
旗
地
方
で
は
尻
尾
の
大
き
い
羊
と
味
の
あ
る
椎
茸
を

産
出
し
て
、
昔
か
ら
有
名
で
あ
っ
た
。
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耕
地
と
し
て
一
番
良
い
の
は
内
蒙
古
卓
索
図
盟
と
哲
里
木
盟
南
部
地
方
で
あ
る
。

土
が
肥
え
て
水
が
清
い
か
ら
優
良
な
穀
物
が
産
出
さ
れ
た
。
外
蒙
古
の
庫
倫
辺
り
で

は
樹
木
が
茂
り
、
喀
爾
喀
四
部
落
に
は
肥
え
た
羊
が
た
く
さ
ん
い
た
。
青
海
と
阿
蘭

善
地
方
で
は
酪
駝
と
犀
、
山
羊
な
ど
の
牧
畜
が
有
名
で
あ
る
。
俗
説
に
よ
れ
ば
寧
夏

の
細
か
な
毛
皮
の
服
が
一
番
よ
く
、
旅
に
は
阿
蘭
善
の
酪
駝
は
一
番
良
い
と
言
う
。

現
在
の
調
査
に
よ
っ
て
分
か
っ
た
蒙
古
各
地
の
産
物
は
以
上
で
全
て
述
べ
た
。

伊
箪
土
爾
雇
特
の
蒙
古
地
方
で
は
体
格
の
大
き
な
馬
を
産
出
し
た
。

蒙
古
人
は
牧
畜
を
生
業
と
し
、
四
季
に
従
っ
て
移
住
す
る
習
慣
が
あ
る
。
家
畜
を

三
種
類
に
分
け
、
馬
の
飼
育
は
放
群
と
呼
び
、
牛
を
大
牲
口
、
羊
を
小
牲
口
と
言
う
。

酪
駝
と
鬮
馬
は
特
別
家
畜
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
飼
育
方
法
が
違
う
。
馬
の
場
合
は
三

百
頭
余
り
を
一
群
と
し
、
五
百
頭
余
り
に
も
な
っ
た
ら
、
急
い
で
二
つ
の
群
に
分
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
子
馬
の
数
を
確
認
し
、
一
頭
の
子
馬
が
牝
馬
を
十
六
、
七
頭

を
統
率
す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
子
馬
で
あ
れ
ば
二
十
頭
の
牝
馬
を
管
理
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
子
馬
の
数
で
そ
れ
ぞ
れ
管
理
す
る
牝
馬
の
数
を
確
定
し
、
子
馬
が
管
轄

す
べ
き
牝
馬
の
認
識
を
す
る
と
、
ほ
か
の
牝
馬
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
非
常
に
規
則

正
し
く
動
く
。
子
馬
は
牝
馬
を
統
率
す
る
時
、
人
間
が
妻
子
や
使
用
人
を
教
育
す
る

場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
先
頭
に
立
つ
子
馬
は
人
間
の
意
志
に
通
じ
、
放
牧
者
は
馬
の

群
を
ほ
か
の
所
に
移
そ
う
と
す
る
と
、
子
馬
は
牝
馬
を
蹴
っ
た
り
噛
ん
だ
り
し
て
集

め
、
群
の
一
番
後
ろ
を
走
り
、
群
の
世
話
を
す
る
。
馬
が
子
供
を
産
ん
で
二
年
半
の

頃
、
主
人
は
馬
飼
い
と
相
談
し
て
、
立
派
な
良
い
子
馬
を
残
す
。
獣
医
は
馬
の
去
勢

を
す
る
が
、
そ
の
時
十
六
七
頭
に
一
頭
の
子
馬
と
い
う
比
率
で
子
馬
を
選
ん
で
残
し
、

ほ
か
は
全
て
去
勢
す
る
。
手
術
を
し
て
か
ら
、
三
日
か
一
週
間
の
静
養
を
し
て
か
ら
、

第
十
九
章
放
牧
節
気

群
に
入
ら
せ
る
。

牛
の
場
合
は
数
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
○
三
百
頭
を
一
群
或
い
は
七
百
頭
を
一
群
と
す

る
場
合
が
あ
る
。
乳
牛
の
数
で
牡
牛
を
残
す
が
、
十
頭
の
乳
牛
に
一
頭
の
牡
牛
と
い

う
比
率
で
あ
る
。
残
り
の
牡
牛
は
全
て
去
勢
す
る
。

羊
の
場
合
は
八
百
か
ら
九
百
匹
を
一
群
と
し
、
時
に
は
千
匹
を
一
群
に
す
る
こ
と

も
あ
る
。
三
ケ
月
た
っ
た
子
羊
は
検
査
し
て
、
六
匹
の
雌
羊
に
一
匹
の
雄
羊
と
い
う

比
率
で
雄
の
子
羊
を
選
び
、
残
り
を
全
て
去
勢
す
る
。

馬
は
八
ヶ
月
に
一
回
子
馬
を
産
み
、
牛
は
七
ヶ
月
に
一
回
子
牛
を
産
み
、
羊
は
六

ケ
月
に
一
回
子
羊
を
産
む
。
こ
の
三
種
類
の
家
畜
の
飼
育
方
法
や
、
性
質
は
違
う
。

四
季
の
変
化
に
従
っ
て
草
を
捜
す
が
、
馬
は
平
野
の
草
を
好
み
、
牛
は
川
岸
に
生
え

る
草
が
好
き
で
、
羊
は
高
い
崗
や
山
の
峰
に
生
え
る
草
を
好
む
。

春
は
牧
場
が
一
定
で
は
な
い
。
家
畜
の
性
格
が
穏
や
か
で
は
な
く
、
性
質
が
乱
れ

や
す
い
た
め
、
家
畜
の
行
く
所
に
随
い
移
住
す
る
。
夏
に
な
る
と
暑
く
な
り
、
蝿
な

ど
は
家
畜
を
噛
む
か
ら
、
牧
民
は
風
通
し
の
い
い
高
い
崗
に
引
っ
越
し
す
る
。
秋
に

な
っ
て
家
畜
の
性
質
も
安
定
し
て
、
草
の
種
を
食
べ
る
か
ら
体
が
太
り
、
放
牧
地
も

河
或
い
は
池
に
近
い
所
に
移
す
。
冬
に
な
る
と
ま
た
放
牧
地
を
日
当
た
り
の
い
い
高

い
岡
に
移
す
。
こ
う
し
て
一
年
を
四
つ
の
季
節
に
分
け
る
。
春
の
三
ヶ
月
は
青
い
草

が
生
え
る
山
川
に
移
住
し
て
、
夏
の
三
ヶ
月
は
高
い
岡
と
砂
辺
に
移
っ
て
、
秋
の
三

ヶ
月
は
河
に
近
い
所
で
生
活
し
て
、
冬
の
三
ヶ
月
は
日
当
た
り
の
良
い
所
に
移
る
わ

け
で
あ
る
。

放
牧
の
規
則
と
し
て
は
、
冬
と
夏
に
は
家
畜
の
飲
水
の
問
題
を
一
番
重
視
す
る
。

も
し
適
切
な
手
配
が
で
き
な
い
と
、
家
畜
は
病
気
に
か
か
り
、
死
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
た
め
年
来
の
経
験
に
よ
り
、
以
下
数
条
の
規
則
を
作
っ
て
い
る
。

一
、
十
月
か
ら
三
月
初
旬
ま
で
の
間
、
も
し
霜
が
降
り
た
ら
、
家
畜
を
外
に
出
さ

ず
、
日
が
出
て
霜
が
消
え
て
か
ら
放
牧
を
行
う
。
こ
れ
は
胎
内
に
い
る
子
馬
を
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守
る
た
め
で
、
牝
馬
が
霜
の
付
い
た
草
を
食
べ
る
と
流
産
す
る
か
ら
、
厳
禁
で

あ
る
。

二
、
夏
の
伏
暑
ま
で
の
間
、
炎
天
下
の
暑
さ
の
中
で
家
畜
の
飲
水
を
禁
止
す
る
。

群
が
争
っ
て
水
を
飲
む
た
め
病
気
に
な
る
家
畜
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
夜
半
に

な
っ
て
か
ら
水
を
与
え
る
。
冬
の
十
一
月
か
ら
二
月
の
間
、
牝
馬
と
乳
牛
に
井

戸
の
水
を
与
え
な
い
。
何
の
水
だ
け
与
え
る
。
胎
内
の
子
供
を
守
る
た
め
で
あ

る
。

三
、
春
秋
の
両
季
節
に
は
、
群
の
分
散
を
厳
し
く
防
止
す
る
。
家
畜
が
激
し
く
走

る
と
、
幼
い
家
畜
が
傷
を
受
け
た
り
す
る
の
で
、
牧
民
は
昼
夜
を
問
わ
ず
注
意

深
く
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、
牝
馬
と
乳
牛
は
身
龍
も
っ
た
時
、
急
い
で
走
ら
せ
て
は
い
け
な
い
。
群
が
込

み
合
っ
て
怪
我
を
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
走
ら
せ
る
の
は

一
番
重
要
で
あ
る
。

五
、
牛
や
馬
、
羊
は
み
な
名
が
あ
る
。
馬
は
毛
色
と
尻
尾
の
形
に
よ
り
名
付
け
、

牛
と
羊
は
角
と
尻
尾
で
名
付
け
る
。
去
勢
し
て
か
ら
、
主
人
は
自
分
の
家
畜
に

印
を
付
け
る
。
各
家
に
自
分
の
印
が
あ
り
、
他
の
人
と
同
じ
形
と
文
字
を
使
う

印
は
な
い
。
牡
牛
、
子
馬
、
雄
羊
、
牝
馬
、
乳
牛
、
雌
羊
は
甲
乙
の
毛
で
名
前

を
付
け
る
。

六
、
放
牧
の
た
め
移
住
し
た
り
場
所
を
選
ん
だ
り
す
る
時
は
、
必
ず
部
落
長
に
報

告
し
て
か
ら
動
く
よ
う
に
す
る
。
二
つ
の
家
が
同
じ
場
所
を
選
ん
で
は
い
け
な

い
し
、
も
し
操
め
事
が
あ
っ
た
場
合
は
、
長
に
報
告
す
る
日
付
を
基
準
に
、
先

着
順
で
決
め
る
。
先
に
報
告
し
た
家
は
引
っ
越
し
が
で
き
、
争
っ
て
は
い
け
な

い
。

七
、
放
牧
の
規
則
を
違
反
し
た
り
、
任
意
に
移
住
し
た
り
す
る
者
が
い
た
ら
、
長

が
事
情
を
調
べ
て
か
ら
、
郭
博
の
前
で
と
り
決
め
た
規
則
で
厳
し
く
処
罰
し
、

一
律
遵
守
を
求
め
る
。

放
牧
の
規
則
は
以
上
の
数
条
で
あ
り
、
一
年
の
終
わ
り
の
移
住
も
そ
れ
に
従
う
。

古
来
、
放
牧
を
生
業
と
す
る
た
め
、
伝
授
さ
れ
た
経
験
を
生
か
し
、
見
識
も
広
ま

り
、
牛
や
馬
、
羊
の
寿
命
の
長
さ
も
分
か
っ
た
。
も
っ
と
も
長
く
生
き
る
家
畜
の
毛

の
色
は
、
歳
の
数
だ
け
雪
の
よ
う
な
白
さ
に
な
る
。

馬
の
場
合
は
二
年
を
一
歳
と
計
算
し
、
歯
の
生
え
状
況
を
根
拠
と
す
る
。
馬
の
年

齢
は
三
十
三
歳
止
ま
り
で
あ
る
が
、
白
馬
は
六
十
年
余
り
ま
で
生
き
る
事
も
あ
る
。

白
牛
は
四
十
歳
余
り
ま
で
生
き
、
白
酪
駝
は
五
十
歳
以
上
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

白
い
綿
羊
は
十
三
、
四
歳
ま
で
で
、
白
犬
は
十
七
、
八
歳
ま
で
で
あ
る
。
白
色
の
家

畜
以
外
の
赤
や
黒
、
青
、
黄
色
を
し
た
家
畜
の
寿
命
は
分
か
ら
ず
、
普
通
二
十
五
年

を
限
度
と
す
る
。

牛
や
馬
、
羊
、
豚
、
犬
、
鶏
の
生
育
周
期
は
、
牛
は
妊
娠
六
ヶ
月
で
子
を
産
み
、

馬
は
八
ヶ
月
、
羊
は
六
ヶ
月
、
篭
馬
は
馬
と
同
じ
で
、
鶏
は
十
二
時
間
で
卵
を
産
み
、

一
ヶ
月
で
孵
化
す
る
。
酪
駝
は
十
ヶ
月
で
子
を
産
む
が
、
豚
は
五
ヶ
月
、
犬
は
三
ヶ

月
、
猫
は
四
ヶ
月
で
あ
る
。
蒙
古
で
は
こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
勘
案

し
て
四
季
に
従
っ
て
草
を
捜
し
て
放
牧
し
た
わ
け
で
あ
る
。

牛
と
羊
の
肉
を
食
用
と
す
る
時
、
牛
の
場
合
は
ま
ず
群
か
ら
生
育
能
力
の
な
い
牛

を
探
し
出
す
。
子
を
多
く
産
む
牛
を
吉
祥
牛
と
呼
ん
で
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
肉
を
食

べ
て
は
い
け
な
い
。
子
供
を
産
む
功
績
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
牛
が
年
を
取
っ

て
死
ん
だ
場
合
は
、
土
に
埋
葬
す
る
。
こ
の
よ
う
に
功
績
の
あ
る
家
畜
の
肉
は
食
べ

な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
牛
や
馬
に
別
の
印
を
付
け
て
、
年
を
取
っ
て
死
ん
で
も
そ

の
肉
は
食
べ
ず
に
埋
葬
す
る
。
食
用
或
い
は
販
売
す
る
牛
や
馬
に
も
規
則
が
決
ま
っ

て
い
る
。
但
し
羊
の
場
合
は
違
う
。
羊
の
群
を
見
て
、
生
ま
れ
て
か
ら
六
ヶ
月
が
経
っ

た
羊
は
す
べ
て
食
用
に
で
き
る
。
子
羊
の
毛
皮
を
使
う
場
合
は
、
生
ま
れ
て
二
、
三

ヶ
月
の
羊
の
も
の
は
使
え
る
。
蒙
古
に
は
元
々
牛
や
馬
、
羊
は
い
た
が
、
鶏
と
豚
は

い
な
か
っ
た
。
後
に
蒙
古
地
方
の
耕
地
開
墾
に
よ
っ
て
、
豚
や
鶏
も
家
で
飼
育
す
る
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元
来
、
蒙
古
に
は
廟
や
塔
、
寺
な
ど
、
祈
祷
用
の
建
物
は
な
か
っ
た
が
、
山
川
神

社
は
祭
祀
の
場
と
し
て
存
在
し
た
。
蒙
古
は
昔
、
最
も
天
地
の
神
を
丁
重
に
敬
い
祀

る
こ
と
を
大
事
に
し
、
各
部
落
で
は
近
く
の
山
峰
や
、
高
い
崗
に
石
を
立
て
て
天
神

の
位
と
し
て
祀
っ
た
。
毎
年
春
と
秋
に
は
天
神
の
盛
大
な
大
祭
を
行
い
、
祭
祀
す
る

季
節
で
あ
る
。
地
神
を
祀
る
時
は
地
形
を
調
べ
て
、
河
の
側
や
高
い
崗
に
あ
る
一
本

の
樹
木
な
ど
の
清
潔
な
所
を
選
び
、
地
神
の
位
を
祀
る
。
四
季
の
祭
り
は
全
て
そ
こ

で
行
う
。
山
川
神
社
を
決
め
て
か
ら
、
人
々
は
そ
こ
を
重
要
な
地
と
考
え
、
常
に
叩

拝
す
る
。

天
地
の
神
を
祀
る
所
に
は
、
石
の
山
を
一
一
一
十
三
堆
作
る
。
あ
る
い
は
一
堆
作
る
、

十
一
一
一
堆
作
る
と
こ
ろ
な
ど
が
あ
る
。
天
に
三
十
一
一
一
の
神
が
い
る
か
ら
天
神
を
祀
る
場

合
は
一
一
一
十
一
一
一
の
石
の
山
を
作
る
し
、
地
神
は
十
三
人
い
る
か
ら
、
地
神
を
祀
る
場
合

オ
ポ

は
十
一
二
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
天
と
地
を
祀
る
所
を
蒙
古
語
で
は
「
郭
博
」
と
い
う
。

郭
博
に
関
す
る
規
則
が
あ
り
、
周
囲
に
は
境
界
線
が
あ
る
。
郭
博
内
の
土
や
草
、
石

は
壊
し
て
は
い
け
な
い
し
、
規
制
が
厳
し
く
、
放
牧
を
し
て
も
い
け
な
い
。

古
代
に
遡
れ
ば
、
有
名
な
英
雄
の
死
後
、
そ
の
遺
体
が
棄
て
ら
れ
た
所
に
石
の
山

を
作
る
習
慣
が
あ
る
。
長
い
間
、
人
々
は
そ
こ
を
祀
る
た
め
に
、
そ
れ
を
郭
博
と
呼

ぶ
。
某
郭
博
と
い
う
ふ
う
に
呼
ん
で
、
そ
れ
が
後
に
一
円
の
郭
博
と
な
る
。
そ
の
た

よ
う
に
な
っ
た
。

蒙
古
の
風
習
の
中
で
、
特
に
犬
を
喜
ん
で
飼
っ
た
の
は
、
た
だ
狩
猟
の
た
め
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
羊
の
群
の
護
っ
た
り
、
牛
が
出
産
す
る
時
、
狼
に
襲
わ
れ
な
い
よ

う
に
保
護
し
た
り
す
る
た
め
、
蒙
古
の
各
部
落
で
良
い
犬
を
飼
う
風
習
が
あ
っ
た
。

蒙
古
の
放
牧
季
節
は
随
時
移
住
で
、
以
上
の
よ
う
な
規
則
が
あ
る
。

第
二
十
章
山
川
神
社

め
に
蒙
古
各
地
に
様
々
な
郭
博
が
あ
る
。
天
地
の
神
を
祀
る
郭
博
の
規
則
が
あ
り
、

人
々
は
毎
年
本
地
の
山
川
郭
博
を
祀
る
風
習
が
あ
る
。
郭
博
に
は
官
立
と
私
立
の
二

種
類
が
あ
る
か
ら
、
蒙
古
内
地
で
は
部
落
郭
博
と
国
家
郭
博
の
分
別
が
あ
る
。
毎
年
、

盛
大
な
祭
り
が
行
わ
れ
る
が
、
官
と
民
で
は
そ
の
祀
り
方
が
異
な
る
。
国
の
山
川
郭

博
を
祀
る
時
に
は
、
国
王
は
自
ら
人
々
を
従
え
て
、
郭
博
の
あ
る
所
へ
行
っ
て
祀
り
、

部
落
の
郭
博
を
祀
る
時
は
、
長
と
会
長
が
村
の
人
々
を
連
れ
て
部
落
の
郭
博
に
行
く
。

祭
典
に
必
要
な
供
物
に
は
牛
・
羊
・
酒
・
米
・
茶
な
ど
の
物
が
あ
る
。
蒙
古
人
は
従

来
山
川
神
社
郭
博
を
大
事
に
信
じ
て
、
外
出
す
る
場
合
は
官
吏
、
部
落
の
長
、
庶
民

に
関
係
な
く
、
皆
先
ず
郭
博
の
所
へ
行
っ
て
叩
拝
す
る
。
そ
し
て
地
神
に
旅
の
安
全
、

人
馬
の
平
安
を
願
っ
て
か
ら
出
発
す
る
。
途
中
で
郭
博
の
あ
る
所
を
通
っ
た
な
ら
ば
、

必
ず
馬
か
ら
降
り
て
拝
み
、
そ
し
て
歩
い
て
郭
博
の
境
内
を
通
過
し
て
、
馬
に
乗
っ

て
回
り
道
を
す
る
。

こ
の
よ
う
に
郭
博
を
崇
拝
す
る
風
習
が
あ
っ
た
が
、
元
朝
の
時
、
印
度
佛
教
が
伝

来
し
、
西
蔵
嚇
嚇
拍
克
巴
は
蒙
古
に
来
て
剛
嚇
教
を
布
教
し
た
た
め
、
寺
院
が
作
ら

れ
、
西
寧
、
青
海
、
庫
倫
な
ど
の
各
所
に
卿
嚇
廟
が
建
っ
た
。
当
初
、
卿
噺
廟
を
造

る
時
、
ま
ず
有
名
な
噺
嚇
に
占
っ
て
も
ら
い
、
予
定
地
に
あ
る
神
と
佛
に
つ
い
て
聞

く
。
蝿
嚇
は
ま
ず
身
を
浄
め
て
か
ら
三
日
間
経
を
あ
げ
、
そ
れ
で
夢
占
い
で
予
定
地

を
主
宰
す
る
神
は
ど
ん
な
神
か
を
見
る
。
も
し
夢
で
川
や
池
を
見
た
な
ら
竜
王
廟
を

造
り
、
樹
木
を
見
た
な
ら
火
神
廟
を
造
る
。
そ
し
て
大
き
な
山
や
崗
を
見
た
な
ら
三

佛
寺
廟
を
造
り
、
婦
人
と
子
供
を
見
た
な
ら
、
娘
娘
菩
薩
廟
を
造
る
。
こ
の
よ
う
な

方
法
で
、
善
行
を
行
う
家
は
廟
を
造
る
か
ら
、
蒙
古
各
地
で
互
い
に
見
習
っ
て
廟
を

造
っ
た
。
佛
教
を
熱
心
に
信
仰
す
る
家
で
は
廟
を
造
っ
た
り
、
佛
像
や
佛
絵
を
置
い

た
り
す
る
。
西
藏
か
ら
嗽
嚇
を
招
い
て
廟
に
住
ま
わ
せ
、
蒙
古
人
の
子
弟
に
西
藏
文

の
経
典
を
読
む
こ
と
を
教
え
る
。
こ
の
よ
う
に
民
間
の
風
習
は
徐
々
に
変
わ
り
、
佛

教
を
信
仰
す
る
事
を
重
ん
じ
、
昔
の
山
川
郭
博
に
対
す
る
信
仰
を
忘
れ
た
。
郭
博
を

祀
る
こ
と
が
年
を
経
る
に
つ
れ
て
減
少
し
た
。
そ
し
て
、
西
藏
達
頼
卿
噺
は
自
ら
佛
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善
行
を
積
む
子
弟
は
家
を
捨
て
て
、
一
心
に
西
藏
文
を
勉
強
し
て
、
毎
日
朝
晩
の

経
を
読
ん
で
、
佛
を
拝
む
。
そ
の
た
め
家
ご
と
に
佛
を
祀
る
所
が
あ
る
。
佛
教
が
蒙

古
に
入
る
以
前
に
は
、
蒙
古
人
は
山
川
郭
博
を
祀
っ
て
、
一
円
の
人
々
の
平
安
を
祈
っ

た
。
天
と
地
の
神
を
最
も
崇
拝
し
て
、
郭
博
を
重
要
な
聖
地
と
見
た
。
そ
の
時
代
に

は
各
家
に
佛
を
祀
る
所
は
な
か
っ
た
。
後
に
佛
教
が
蒙
古
に
伝
来
し
て
か
ら
、
人
々

は
佛
教
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
、
西
藏
佛
教
の
教
え
に
従
っ
て
、
部
落
の
中
に
村
ご

と
の
廟
を
造
っ
て
、
参
拝
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
蒙
古
各
地
の
部
落
で
は
廟
一
ヶ

所
と
郭
博
一
ヶ
所
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
毎
年
、
郭
博
を
祀
る
時
、
昔
か
ら
の
古
い
規

則
で
行
い
、
古
い
習
慣
を
捨
て
な
か
っ
た
。
平
時
は
家
で
経
を
読
ん
で
佛
を
祀
っ
た
。

今
日
の
蒙
古
で
の
信
仰
風
習
は
山
川
郭
博
と
卿
嚇
廟
の
ほ
か
に
な
に
も
な
い
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
郭
博
は
天
地
の
神
を
祀
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
剛
嚇
廟
は

佛
教
の
菩
薩
た
ち
を
祀
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

像
を
造
っ
て
、
蒙
古
の
長
と
王
侯
に
贈
り
、
そ
れ
を
祀
る
よ
う
に
し
て
か
存

古
人
は
西
蔵
の
銅
製
の
佛
像
を
欲
し
、
護
身
の
宝
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
祀
る
よ
う
に
し
て
か
ら
は
、
蒙
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